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胎内市平成30年度決算状況をお知らせします胎内市平成30年度決算状況をお知らせします

雪下ろしおよび除雪費の一部を助成します雪下ろしおよび除雪費の一部を助成します

特集「除雪」特集「除雪」

アプリで広報紙
の配信も行って
います。
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の
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備

冬
の
準
備    

着
々
と

着
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と
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市
で
は
、
冬
期
間
の
道
路
交
通
確
保
の
た
め
、
市
内

の
除
雪
委
託
業
者
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

除
雪
の
出
動
基
準
は
、
積
雪
が
10
㎝
以
上
を
目
安
と

し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
特
性
、
風
雪
や
地
吹
雪
な
ど

の
天
候
状
況
、
わ
だ
ち
掘
れ
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
困
難
な

ど
の
路
面
状
況
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め
に
も
、

除
雪
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

地
域
整
備
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
２
１
７
・
１
２
１
８
）

特
集

除除 

雪雪

今
年
も
冬
の
到
来
と
と
も
に
、
除
雪
の
季
節

今
年
も
冬
の
到
来
と
と
も
に
、
除
雪
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
市
の
除
雪

今
回
は
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
市
の
除
雪

に
対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

に
対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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【特集】除雪

　

除
雪
作
業
中
の
故
障
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

12
月
か
ら
の
除
雪
作
業
を
前
に
、
除
雪
車
の
作

業
点
検
を
10
月
か
ら
専
門
業
者
に
委
託
し
、
い

つ
で
も
除
雪
作
業
に
出
動
で
き
る
よ
う
準
備
し

て
い
ま
す
。

　

消
雪
パ
イ
プ
は
、
例
年
11
月
に
ノ
ズ
ル
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の

水
を
均
等
に
散
水
さ
せ
る
た
め
と
、
不
良
箇
所

を
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
冬
期
間
の
安
全
な
交

通
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

12
月
か
ら
は
、
消
雪
パ
イ
プ
を
正
常
に
機
能

さ
せ
る
た
め
、
職
員
に
よ
る
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
除
雪
に
よ
る
破
損
対
策
】

　

除
雪
車
で
の
除
雪
作
業
で
は
大
量
の
雪
を
除

雪
す
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
水
道
・
ガ
ス
施

設
の
露
出
箇
所
を
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
破
損
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
竹
さ
お
や
長
い
棒
な
ど
に
赤
い
布
切
れ
を

つ
け
て
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
宅
内
の
庭
木
や
生
け
垣
の
枝
が
降
雪

に
よ
り
垂
れ
下
り
、
道
路
ま
で
は
み
出
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
ご
自
宅
回

り
を
確
認
し
、
枝
落
と
し
を
行
う
な
ど
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
路
上
駐
車
の
禁
止
】

　

道
路
区
域
内
に
障
害
物
の
あ
る
場
合
は
除
雪

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
除
雪
作
業
中
に
路
上
駐
車

車
両
が
あ
る
と
除
雪
し
な
い
場
合
も
あ
り
、
地

域
の
交
通
に
支
障
が
出

る
た
め
、
路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

【
児
童
・
幼
児
へ
の
注
意
喚
起
】

　

除
雪
・
排
雪
作
業
は
す
べ
て
除
雪
車
で
行
い

ま
す
。
吹
雪
・
降
雪
時
の
作
業
は
見
通
し
が
悪

く
、
人
の
接
近
に
気
が
付
か
な
い
事
が
あ
り
ま

す
。
各
家
庭
で
お
子
さ
ま
が
除
雪
車
に
接
近
し

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
除
雪
後
の
残
雪
処
理
】

　

除
雪
中
は
各
家
の
出
入
り
口
や
通
路
に
残
雪

を
置
か
な
い
よ
う
で
き
る
限
り
配
慮
し
て
い
ま

す
が
、
除
雪
車
の
性
質
上
、
や
む
を
得
ず
こ
ぼ

れ
た
残
雪
が
各
家
の
出
入
り
口
や
通
路
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
各
家
庭
で

出
入
り
口
・
通
路
を
確
保
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
道
路
幅
の
減
少
や
ス
リ
ッ
プ
事

故
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
除
雪
後
の

残
雪
や
宅
内
の
雪
を
車
道
に
投
げ
出
さ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
・
そ
の
他
の
事
情
で
各
自
で
の
除
雪

作
業
が
難
し
い
場
合
は
、
地
域
で
協
力
し
て
い

た
だ
く
か
、
地
域
整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
側
溝
な
ど
へ
の
雪
捨
て
禁
止
】

　

河
川
・
側
溝
な
ど
へ
雪
を
捨
て
る
と
、
下
流

域
で
雪
が
詰
ま
り
水
が
溢あ
ふ

れ
る
な
ど
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。

【
砂
利
の
処
理
】

　

市
道
の
除
雪
に
よ
り
、
田
・
畑
な
ど
へ
落
ち

た
砂
利
に
つ
い
て
は
、
地
域
整
備
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

雪
が
降
る
前
に

　

雪
が
降
る
前
に

　

除
雪
作
業
中
の
注
意

　

除
雪
作
業
中
の
注
意

　

道
路
障
害
物

　

道
路
障
害
物

除雪の流れ

※ 午前3時以降の急激な天候の変化により雪が
降り続いた場合は、午前6時30分までに間
に合わない場合があります。

※ 歩道除雪は通学時間までに終わるように取
り組んでいますが、車道除雪の出動時間帯
によっては、間に合わない場合があります
ので、ご理解をお願いします。

午前
1：00

2：00

3：00

6：30

・・・

パ
ト
ロ
ー
ル

パ
ト
ロ
ー
ル

除
雪
出
動

除
雪
出
動

積雪が10㎝以上または吹き溜まり
ができる状況が確認されたら
オペレーターに連絡

パトロール車
からの要請により出動

交通量が多い幹線道路優先

生活道路・歩道除雪

完了目標

終了後
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Ｑ　

除
雪
の
時
間
帯
は
？

Ａ　

遅
い
と
の
声
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
た
ま

に
あ
り
ま
す
が
、
優
先
道
路
等
も
あ
る

と
思
う
し
、
降
る
量
も
違
う
し
、
そ
れ
は

し
ょ
う
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

除
雪
の
仕
上
が
り
は
？

Ａ　

仕
上
が
り
は
良
い
と
思
い
ま
す
。
玄
関

先
に
落
ち
た
雪
は
自
分
た
ち
で
処
理
し
て

い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
世
帯
だ
と
大
き
い

雪
が
落
ち
て
い
る
と
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

Ｑ　

地
域
と
行
政
が
協
力
で
き
る
こ
と
は
？

Ａ　

降
雪
状
況
の
連
絡
体
制
が
も
う
少
し
で

き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
早
朝
は
業
者

が
判
断
し
て
除
雪
出
動
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
道
路
状
況
が
違
う
の
で
日

中
や
夕
方
は
、
地
域
か
ら
連
絡
す
る
な
ど

も
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

Ｑ　

除
雪
作
業
の
流
れ
は
？

Ａ　

基
本
的
に
は
自
宅
待
機
で
連
絡
を
待

ち
、
出
動
と
な
れ
ば
午
前
2
時
頃
か
ら
動

き
出
し
ま
す
。
除
雪
車
は
一
人
乗
り
が
多

い
の
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
、
も
う
１
人

が
伴
走
車
で
安
全
確
認
を
し
な
が
ら
除
雪

し
て
い
ま
す
。
路
線
に
よ
っ
て
も
違
い
ま

す
が
、
幹
線
道
路
の
除
雪
を
５
〜
6
時
間

し
て
か
ら
、
そ
の
後
幹
線
道
路
以
外
の
場

所
の
除
雪
に
入
る
の
で
作
業
時
間
は
長
い

で
す
。

Ｑ　

普
段
の
生
活
の
中
で
気
を
付
け
て
い

る
こ
と
は
？

Ａ　

前
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
降
雪
予

想
を
調
べ
、
積
も
り
そ
う
な
時
は
早
く
寝
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
人
数
が
限
ら
れ
代
わ
り
が
い
な
い

の
で
、
健
康
面
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
手
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
免
許
が
あ
れ
ば
良
い
と
い

う
訳
で
も
な
く
、
ま
だ
真
っ
暗
い
中
、
吹

雪
の
中
で
の
除
雪
な
の
で
土
地
勘
が
あ
る

と
か
、
路
線
の
状
況
が
あ
る
程
度
頭
に

入
っ
て
い
る
よ
う
で
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
も

多
く
な
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
で
も
路
線
が

変
わ
れ
ば
難
し
い
の
で
、
簡
単
に
は
代
わ

り
は
い
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

Ｑ　

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

路
上
駐
車
や
自
宅
の
雪
を
道
路
に
出
す

の
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
し
、
と
て

も
危
険
で
す
。
ま
た
、
庭
の
枝
木
な
ど
が

道
路
に
出
て
い
る
と
、
除
雪
車
の
運
転
席

の
目
線
と
同
じ
高
さ
に
な
り
前
も
見
え
ず

危
険
な
の
で
、
雪
が
降
る
前
に
整
え
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

Ｑ　

除
雪
作
業
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と

思
う
と
き
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

Ａ   

「
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
声
と
か
け
て
い
た
だ
く
と
作
業
を
や
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
町
内

会
報
で
お
礼
の
文
章
等
を
の
せ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
の
は
あ
り
が

た
く
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

《除雪業者》
興栄建設株式会社
　　　　　の皆さん

《地域》

大長谷地区
区長 羽田さん

Ｑ

困

て
い

は
あ

す
か

除
雪
に
携
わ
る

　
　
　
　

人
た
ち

インタビューインタビュー

　

除
雪
作
業
を
担
う
業
者
、
地
域
の
自
治

会
、
行
政
。
除
雪
に
携
わ
る
人
た
ち
の
声

を
聞
き
ま
し
た
。

　

除
雪
は
、
市
と
除
雪
業
者
が
連
携
し
丁

寧
な
除
雪
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
特
に
、

早
朝
除
雪
は
視
界
の
悪
い
中
、
周
辺
の
民

家
や
自
動
車
、
歩
行
者
に
最
善
の
注
意
を

し
な
が
ら
作
業
を
行
う
た
め
、
集
中
力
が

必
要
で
す
。
冬
期
間
の
市
道
の
安
全
を
守

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
今
後
も
お
互
い

協
力
し
合
い
な
が
ら
道
路
の
安
全
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
と
除
雪
業
者
の
努
力
だ
け

で
は
冬
期
間
の
除
雪
作
業
を
乗
り
き
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
力

も
お
借
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
考

え
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。積

雪
が
多
く
な
る
と
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
、

現
場
の
対
応
に
混
乱
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
効
率
的
な
作
業
を
行
う
た
め
に

も
緊
急
時
以
外
は
、
原
則
各
自
治
会
で
取

り
ま
と
め
区
長
を
通
じ
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
区
長
と
連
絡
が
取
れ

な
い
場
合
は
地
域
整
備
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《行政》

胎内市
地域整備課　管理係
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【特集】除雪

次
回
の
特
集
（
2
月
1
日
号
）
は
「
福
祉
介
護
課
」
で
す
。

冬期間の通行止め・休止情報
ＪＲ安全確保のため踏切道を通行止め
● とき　12月 13日㈮～令和２年３月10日㈫
●ところ  高野踏切（横道地内） 、打

うちてん

天踏切（平木田地内）

● 問合せ
　ＪＲ東日本村上保線技術センター
　　　☎０２５４・５３・２２３５
　地域整備課管理係（内線１２１７・１２１８）

消雪パイプの運転休止時間
　電力契約上、新潟県内全域において、降雪時でも消雪パ
イプへの送電が停止され、運転が休止されますのでご了承
ください。
【休止時間】午後２時～３時、午後４時～５時

横道揚水機場

打天踏切
全面通行止め箇所

Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線 平木田平木田

横　道

Ｎ

ＥＷ

Ｓ

三之江補給揚水機場

高野踏切
全面通行止め箇所

Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線

下江端

土　作

横　道

Ｎ

ＥＷ

Ｓ

　

除
雪
業
者
が
主
体
と

な
っ
て
例
年
11
月
下
旬
に

安
全
祈
願
祭
を
行
っ
て
い

ま
す
。
冬
期
間
の
除
排
雪

作
業
を
安
全
に
か
つ
円

滑
・
迅
速
に
で
き
る
よ
う

行
わ
れ
ま
す
。

　

祈
願
祭
終
了
後
、
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
、

12
月
1
日
か
ら
除
雪
体
制

に
入
り
ま
す
。

安
全
祈
願
祭

in
栗
木
野
除
雪
セ
ン
タ
ー

【
水
道
の
凍
結
防
止
対
策
】

　

外
気
温
が
氷
点
下
の
真
冬
日
が
続
く
よ
う

な
場
合
、
水
道
管
の
凍
結
に
よ
り
水
道
管
が

破
裂
し
、
漏
水
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
で
露
出
し
て
い
る
水
道
管
は
、
保
温

材
な
ど
を
使
い
保
温
を
行
う
か
、
専
門
業
者

に
相
談
し
対
応
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
や
旅
行
な
ど
で
長
期
間
不
在
に
す

る
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
栓
を
閉
め
、
宅
内
の
蛇
口
を
開
け
水
抜
き
を

行
っ
た
後
、
蛇
口
を
き
ち

ん
と
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
道
を
長
期
間

使
用
し
な
い
場
合
は
、

上
下
水
道
課
（
☎
43
・

２
３
９
４
）
へ
閉
栓
の
連

絡
も
し
て
く
だ
さ
い
。

電
線
・
電
話
線
に
つ
い
て
の
問
合
せ

＊
電
線　

東
北
電
力
（
携
帯
・
固
定
電
話
）

　

☎
０
１
２
０
・
１
７
５
・
３
６
６

＊
電
話
線　

Ｎ
Ｔ
Ｔ

（
固
定
電
話
か
ら
）  

１
１
３

（
携
帯
電
話
か
ら
）

　

☎
０
１
２
０
・
４
４
４
・
１
１
３

道
路
に
つ
い
て
の
問
合
せ

＊
市
道　

地
域
整
備
課
管
理
係

（
内
線
１
２
１
７
）

＊
県
道
お
よ
び
国
道
１
１
３
号
線
／

２
９
０
号
線
／
３
４
５
号
線

新
潟
県

新
発
田
振
興
局
地
域
整
備
部
維
持
管
理
課

　

☎
22
・
５
１
１
４

＊
国
道
７
号
線　

国
土
交
通
省
新
潟
国
道

事
務
所　

新
発
田
維
持
出
張
所

　

☎
26
・
０
０
３
７

　

冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
除
雪
作
業

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

一
人
一
人
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
安
全
・
快
適
に
過
ご
し
、
冬
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

昨年の
　様子

　

地
域
の
冬
期
間
の
道

路
交
通
網
を
確
保
す
る

た
め
、
今
年
度
新
し
い

除
雪
ド
ー
ザ
ー
を
導
入

し
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ま
の
安
全
で
安
心
な

冬
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

新
た
に
除
雪
ド
ー
ザ
ー
を
導
入
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胎
内
市
平
成

胎
内
市
平
成
3030
年
度
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

年
度
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

一
般
会
計
の
平
成
30
年
度
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１
６
４
億
１
４
８
４
万
円
、
歳
出
総
額
１
５
８
億
１
３
６
０
万
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
６
億
１
２
４
万
円
で
し
た
。

歳　入使用料及び手数料（1％）
分担金及び負担金（1％）

諸収入（3％）

繰越金（3％）

その他（2％）

労働費（1％）

消防費（3％）

議会費（1％）

5億2,198万円

4億2,666万円

2億5,881万円
2億5,479万円

商工費（6％）
10億1,604万円

6,188万円

4億7,303万円
4億1,578万円

1億3,674万円

市債（18％）

地方交付税（28％）地方交付税（28％）
45億5,040万円45億5,040万円

28億6,132万円

国県支出金国県支出金（13％13％）
21億2,559万円21億2,559万円

地方譲与税等交付金（5％）
8億1,594万円

市税市税（23％23％）
38億1,659万円38億1,659万円

自主財源
36％

依存財源
64％

その他（5％）
7億8,276万円

公債費（13％）

民生費（29％）民生費（29％）
45億1,684万円45億1,684万円

17億7,099万円17億7,099万円

20億5,170万円衛生費
（10％）

15億3,002万円

総務費（8％）

14億5,547万円14億5,547万円
教育費（9％）教育費（9％）

12億4,193万円

農林水産業費（7％）
11億4,318万円

土木費土木費
（11％）（11％）

地方交付税（28％）
45億5,040万円

市税（23％）
38億1,659万円

国県支出金（13％）
21億2,559万円

民生費（29％）
45億1,684万円

17億7,099万円

14億5,547万円
教育費（9％）

土木費
（11％）

歳入

歳出

　

前
年
よ
り
２
億
７
３
０
１
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、
中
条
駅
西
口
整
備
事
業
に
係
る
国
庫
支

出
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
国
県
支
出
金
が
９
億
６
４
０
万
円
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳　出
　

前
年
よ
り
３
億
５
２
２
８
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、
私
立
保
育
園
の
完
成
に
よ
り
建
設
費
補

助
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
旧
中
条
体
育
館
解
体
・
撤
去
工
事
の

終
了
な
ど
に
よ
り
、
民
生
費
が
１
億
４
０
４
８
万
円
、
教
育
費
が

２
億
１
７
７
９
万
円
、そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
》

【
地
方
交
付
税
】
市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

　

国
が
一
定
の
基
準
で
交
付
す
る
も
の

【
市
債
】
市
の
借
入
金

【
国
県
支
出
金
】
補
助
事
業
な
ど
に
対
す
る

　

国
県
か
ら
の
支
出
金

【
地
方
譲
与
税
等
交
付
金
】
国
県
税
と
し
て

　

 

徴
収
さ
れ
た
税
金
の
う
ち
、
市
へ
交
付
さ

れ
る
も
の

【
市
税
】
市
民
税
な
ど
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て

　

い
た
だ
い
た
税
金

【
繰
越
金
】
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

【
諸
収
入
】
貸
付
金
の
元
利
収
入
や
そ
の
他
収
入

【
分
担
金
及
び
負
担
金
】
保
育
料
な
ど
、
利
便

　

を
受
け
る
人
が
負
担
す
る
お
金

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】
市
営
施
設
な
ど
の
使

　

用
料
お
よ
び
諸
証
明
発
行
な
ど
の
手
数
料

【
そ
の
他
】
繰
入
金
、
財
産
収
入
、
寄
付
金

《
歳
出
》

【
民
生
費
】
社
会
福
祉
や
保
育
な
ど
に
要
す

　

る
経
費

【
公
債
費
】
市
債
償
還
に
要
す
る
支
出

【
土
木
費
】
道
路
・
河
川
な
ど
の
都
市
基
盤

　

整
備
に
要
す
る
経
費

【
衛
生
費
】
ご
み
処
理
や
環
境
衛
生
、
健
康
増

　

進
に
要
す
る
経
費

【
教
育
費
】
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
に
要
す
る
経
費

【
総
務
費
】
庁
舎
管
理
や
選
挙
、
税
金
徴
収

　

な
ど
に
要
す
る
経
費

【
農
林
水
産
業
費
】
農
林
水
産
業
振
興
に
要

　

す
る
経
費

【
商
工
費
】
商
工
業
振
興
や
観
光
事
業
に
要

　

す
る
経
費

【
消
防
費
】
消
防
・
防
災
活
動
に
要
す
る
経
費

【
議
会
費
】
議
会
運
営
に
要
す
る
経
費

【
労
働
費
】
雇
用
対
策
な
ど
に
要
す
る
経
費

【
そ
の
他
】
諸
支
出
金
、
災
害
復
旧
費
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●胎内市民１人当たりに換算すると（平成30年度末人口29,180人）
【歳　入】

歳入
決算額 市民1人当たり

164億 1,484万円 56万 2,537 円

【歳　出】
歳出項目 決算額 市民1人当たり 主な事業の決算額

民生費 45億 1,684万円 15万 4,792 円 〇私立保育園・認定こども園等委託・補助事業　6億 765万円〇障害福祉サービス給付事業　4億 8,158 万円

公債費 20億 5,170万円 7万 312円 ○市債償還に要する支出

土木費 17億 7,099万円 6万 692円 ○中条駅西口周辺整備事業　8億 4,768 万円〇除排雪事業　2億 7,154 万円

衛生費 15億 3,002万円 5万 2,434 円 〇し尿等下水道投入施設建設事業　4億 1,913 万円○子ども医療費助成事業　8,307万円

教育費 14億 5,547万円 4万 9,879 円 ○学校給食センター事業　1億 5,750 万円○コミュニティ・スクール運営事業　209万円

総務費 12億 4,193万円 4万 2,561 円 ○地域公共交通活性化事業（デマンドタクシー）　5,000 万円○山村活性化支援事業（地域おこし協力隊）　2,583 万円
農林水
産業費 11億 4,318万円 3万 9,177 円 ○多面的機能支払推進事業　1億 905万円○農業用施設維持管理事業　8,655万円

商工費 10億 1,604万円 3万 4,820 円 〇胎内スキー場管理運営事業　1億 9,146 万円○中小企業支援事業　214万円

消防費 4億 7,303万円 1万 6,211 円 ○新発田地域広域事務組合負担金　3億 8,386 万円○防災事業　2,057 万円

議会費 1億 3,674万円 4,686 円 ○市議会の運営に要する経費

労働費 6,188万円 2,121 円 ○市内企業における雇用促進及び安定化に要する経費

その他 4億 1,578万円 1万 4,249 円 ○公営企業会計への補助金等

計 158億 1,360 万円 54万 1,934 円

会　　計 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額うち一般会計繰入金
一般会計 164億 1,484万円 158億 1,360万円 6億124万円

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 33億 494万円 2億 3,581万円 32億 2,614万円 7,880万円

後期高齢者医療特別会計 2億 9,204万円 7,950万円 2億 9,154万円 50万円

介護保険事業特別会計 35億 3,433万円 4億 7,792万円 33億1,812万円 2億1,621万円

黒川診療所運営事業特別会計 5,564万円 0 5,259万円 305万円

農業集落排水事業特別会計 6億 470万円 2億 4,758万円 5億 8,617万円 1,853万円

簡易水道事業特別会計 1億 8,246万円 927万円 1億 5,202万円 3,044万円

地域産業振興事業特別会計 4億 6,762万円 1,343万円 4億 6,712万円 50万円

鹿ノ俣発電所運営事業特別会計 1億 8,614万円 0 1億 5,821万円 2,793万円

計 250億 4,271万円 10億 6,351万円 240億 6,551万円 9億 7,720万円

●会計別決算額

会　　計
収益的収支 資本的収支 収益的および

資本的収入のうち
一般会計繰入金収　　入 支　　出 収　　入 支　　出

公
営
企
業

公共下水道事業会計 10億 9,832万円 8億 9,688万円 7億1,958万円 11億 4,542万円 4億1,264万円

水道事業会計 6億 9,440万円 5億 4,323万円 2億 4,532万円 4億 8,991万円 12万円

工業用水道事業会計 1,017万円 916万円 135万円 135万円 302万円

●問合せ　財政課財政係（内線1344）
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雪下ろしおよび除雪費
　　　の一部を助成します

　市と社会福祉協議会（社協）では、冬期間における
生活の安全を確保するため、次の要援護世帯を対象と
して、雪下ろしや雪かき費用の一部を助成します。
※ 空き家や住宅以外の建物の雪下ろしなどは助成の対
象になりません。

 ◆旧大長谷・鼓岡小学校区対象◆旧大長谷・鼓岡小学校区対象
①胎内市雪下ろし助成事業　 ▶対象 … 現に居住している住宅の雪下ろし
■対象世帯

　　 世帯全員が、その助成を受けようとする年度の市民税が非課税の方または均等割のみ課税の方で、
次の方のみで構成される世帯

　　・未就労の高齢者（65歳以上）
　　・障がい者　※対象となる障がいの等級により助成の内容が異なります。
　　・中学生以下の児童
　　・母子世帯（子の年齢は、中学生以下）
■上限額■上限額

　　3万 6千円／ひと冬（12月～ 3月）3万 6千円／ひと冬（12月～ 3月）
　　※ 上限額を超えた場合は ※ 上限額を超えた場合は ②社協の除雪費助成事業 ②社協の除雪費助成事業 の対象となる場合があります。の対象となる場合があります。

　申込・問合せ申込・問合せ　福祉介護課地域福祉係（内線1138）／ 黒川庁舎市民サービス係（☎47・3404）

全域対象 ◆市内全域対象市 対◆ 域対象市 域対内 対象内全域対象全域対象全域対象◆市内全域 象

③胎内市軽度生活支援事業 ▶対象… 雪かき作業
■対象世帯

　　・ 高齢者（65歳以上）のみで構成され、その事業を利用する年度の市民税の所得割の合計が28
万円未満の世帯

　　※障がいがある方等お困りの方は、ご相談ください。
■利用上限額

　　3万円／年間
　　※ シルバー人材センターから作業員を派遣します。（自己負担あり）すでに除草や障子の張り替障子の張り替え

などでこのサービスを利用している方は、その利用額と合わせた上限額が3万円です。です。

　申込・問合せ申込・問合せ　福祉介護課地域福祉係（内線1138）

②社協の除雪費助成事業　▶対象 … 現に居住している住宅の雪下ろし・雪かき作業
■対象世帯

　　・高齢者（65歳以上）のみの世帯
　　・ 高齢者（65歳以上）と児童（18歳未満）のみの世帯
　　•世帯主が身体 障がい者で身体障害者手帳1級～ 4級に該当する世帯
　　・ 母子世帯（子の年齢は、申請時において18歳未満の方）
　　※詳細は、社協へお問い合わせください。
■上限額■上限額

　　1万円／ひと冬（12月～ 3月）1万円／ひと冬（12月～ 3月）
※ この助成を受けるときは、作業費をお支払いされた後で、※ この助成を受けるときは、作業費をお支払いされた後で、領収書を添えて領収書を添えて社協へ申請申請してくだしてくだ
さい。助成が適当と判断された場合は１万円を上限に助成します。さい。助成が適当と判断された場合は１万円を上限に助成します。

　申込・問合せ申込・問合せ　胎内市社会福祉協議会（☎44・8682）

市役所へ事前
申請が必要です

市役所へ事前
申請が必要です
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　「第14回胎内市美術展覧会」が10月26日から29日までの４日間にわたり、ぷれすぽ胎内で開催さ
れ、2,708人が来場しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今年は、日本画、洋画・版画、彫刻・工芸、書道、写真の５部門に113人、155点の出品があり、
同時開催の「ジュニア美術展覧会」では353点の作品が展示されました。　　　　　　　　　　　

市展賞：陽子さん

彫刻・工芸

日本画

市展賞：泰山木

洋画・版画

市展賞：頼山陽詩

書道

写真

●問合せ　生涯学習課社会教育係（内線2327）

▷市展賞
「頼山陽詩」星

ほしの

野春
しゅんよう

洋
▷奨励賞
「毬子」東

し ょ う じ

海林梨
りう ん

雲
「遠きにありて思ふ」伊

い ず な

豆名皓
ひろみ

美

▷市展賞
「泰山木」丹

たんご

呉サチ子
こ

▷奨励賞
「城跡」長

は せ が わ

谷川初
はつ み

美
「晩夏」齋

さいとう

藤佐
さ き こ

紀子

▷市展賞
「陽子さん」時

ときた

田和
かず こ

子
▷奨励賞
「女神の力」丹

たんご

後一
かずひこ

彦

市展賞：浜の小屋

▷市展賞
「浜の小屋」深

ふかい

井祐
ゆう じ

司
▷奨励賞
「夏の瞽女」佐

さ く ま

久間幸
ゆきお

男
「雪の晴れ間」小

こむろ

室宗
そういち

一
「早春」熊

くまくら

倉キン

≪第14回胎内市美術展覧会審査員≫
◆日本画部門／永

なが

吉
よし

秀
ひで

司
し

氏（日本美術院院友、同院地
　域連携教育普及プログラム委員、新潟大学教育学部
　准教授）
◆洋画・版画部門／瀧

たき

澤
ざわ

德
のぼる

氏（光風会会員、日展会友、
　県展無鑑査、新潟県美術家連盟参事）
◆彫刻・工芸部門／本

ほん

間
ま

公
こう

司
じ

氏（新潟県彫刻会会長、
　新潟県美術家連盟常務理事事務局次長、県展無鑑査
　・運営委員）
◆書道部門／菅

すが

井
い

松
しょう

雲
うん

氏（毎日書道展審査会員、新潟
　県美術家連盟理事、新潟県書道協会理事）
◆写真部門／山

やま

口
ぐち

冬
ふゆ

人
と

氏（日本写真家協会会員、新潟
　県美術家連盟常務理事）

市展賞：ああ～どうしよう

▷市展賞
「ああ～どうしよう」羽

は だ

田寿
としひろ

弘
▷奨励賞
「学び舎」須

すがい

貝鐵
てつ お

男
「錦秋」熊

くまくら

倉秀
ひでたつ

達
「じゅんさい池の光 」伊

いとう

藤春
はる お

男
「令和を祝い花吹雪（中条まつり）」井

いがわ

川康
やすのり

徳

第14回胎内市美術展覧会
市展賞作品・入賞者紹介！

（敬称略）
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（　欠　席　）田中武雄様
（後列左から）新野新発田警察署胎内分庁舎所長、冨樫県議会議員、㈱リード様、胎内電建工業㈱様、薄田市議会議長
（中列左から）善良寺様、新井美紀様、今井一郎様、長野彰夫様、横山公様、長谷川朝子様（代理）、㈲阿賀北ファーム様
（前列左から）石山涼一様、加藤武様、大浦研二様、井畑市長、松村孝市様、髙橋仁志様、中村茂美様

令
和
元
年
度
胎
内
市
表
彰
式

　

市
政
の
発
展
、
農
業
の
振
興
、
そ
の
他
市
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
胎
内
市
表
彰

式
が
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
市
役
所
で
行
わ
れ
、
個
人
12
人
と
４
団
体
に
市
長
か
ら
表
彰
状
お
よ
び
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 《
個
人
の
部
・
表
彰
状
》 

松
村　

孝
市　

様

　

長
き
に
わ
た
り
中
条
町
お
よ

び
胎
内
市
農
業
協
同
組
合
理
事

と
し
て
地
域
農
業
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

大
浦　

研
二　

様

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に

情
熱
を
傾
け
地
域
の
保
健
医
療

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋　

仁
志　

様

　

長
き
に
わ
た
り
胎
内
市
消
防

団
員
と
し
て
消
防
団
活
動
に
精

励
し
防
災
の
使
命
達
成
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

加
藤　

武　

様

田
中　

武
雄　

様

　

長
き
に
わ
た
り
胎
内
市
交
通

安
全
指
導
員
と
し
て
地
域
の
交

通
安
全
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

中
村　

茂
美　

様

　

長
き
に
わ
た
り
中
条
お
よ
び

胎
内
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
役
員
と
し
て
安
全
運
転
管
理

業
務
を
遂
行
し
地
域
の
交
通
事

故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 《
個
人
の
部
・
感
謝
状
》 

（
西
本
町
１
）

石
山　

涼
一　

様

（
荒
井
浜
）

長
野　

彰
夫　

様

（
西
本
町
２
）

横
山　

公ひ
ろ
し　

様

（
坪
穴
）

今
井　

一
郎　

様

　

長
き
に
わ
た
り
区
長
と
し
て

区
内
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

長
谷
川　

朝
子　
様

新
井　

美
紀　
様

　

芸
術
文
化
振
興
の
た
め
に
貴

重
な
絵
画
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 《
団
体
の
部
・
感
謝
状
》 

有
限
会
社
阿
賀
北
フ
ァ
ー
ム　

様

　

地
域
貢
献
と
地
産
地
消
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
学
校
給
食
に

食
材
を
無
償
で
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

善
良
寺　

様

胎
内
電
建
工
業
株
式
会
社　

様

株
式
会
社
リ
ー
ド　

様

　

教
育
振
興
の
た
め
に
多
額
の

金
圓
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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ー国民健康保険加入者の皆さまへー

人間ドック集団受診のお知らせ
●対象者 胎内市国民健康保険に加入し、受診時に35歳以上、75歳未満の方
●健診場所　下越総合健康開発センター（新発田市）　

※全日程送迎バスがあります。
　《送迎場所》　◎中条・乙・築地地区…市役所本庁舎　◎黒川地区…黒川庁舎
　　　　　　　◎鼓岡地区…鼓岡地区担い手センター　◎大長谷地区…大長谷地区基幹集落センター
※１日・半日ともに同じ検査項目ですが、１日ドックでは検査後に健康講話やストレッチ体操があります。
●健診料 本人負担額…11,360円～（消費税含む） ※詳しくはお問い合わせください。
●申込　 1 月 8 日㈬までに、保険証・認印（シャチハタ等は不可）を持って市民生活課ほけん年金係または

市民サービス係（黒川庁舎）へ申し込んでください。（期限厳守）
　　　　※ 電話での申込みはできません。
●問合せ 市民生活課ほけん年金係（内線1147）

●日程・定員など

日程
令和２年２月 令和 2 年３月

6日
㈭

13日
㈭

17日
㈪

18日
㈫

25日
㈫

26日
㈬

5日
㈭

6日
㈮

11日
㈬

16日
㈪

１日・半日 1日 1日 1日 半日 1日 半日 半日 半日 1日 1日

定員 5人 5人 5人 10人 5人 10人 10人 10人 10人 10人

ごみ分別の徹底と減量にご協力ください     ー年末大掃除はお早めに！ー

　年末年始の大掃除や宴会などでごみが多く出る時期ですが、なるべくごみの減量
を意識し、環境に配慮した行動を心がけましょう。

不燃ごみとして出していませんか？

　ごみの減量や限りある資源の有効活用のため市
内公共施設で無料回収しています。積極的にご利
用ください。

●使用済み小型家電…ノートパソコン・パソコン
周辺機器・ケーブル・ゲーム機等

●蛍光灯などの水銀製品…蛍光灯・水銀計測器
（血圧計等）
※ 回収場所については「家庭ごみ
収集カレンダー」をご確認ください。

宴会による食品ロスを削減しよう ～3010運動～

３
さんまるいちまる

０１０運動とは、宴会などの最初の 30 分、
最後の 10 分間は席を立たずに料理を楽しみ、食
べ残しを減らす運動のことです。忘年会や新年会が
あるこの時期に、一人一人が「もったいない」を意
識し、食べ残し削減を心がけましょう。

可燃ごみ収集日の確認をお願いします

　ごみの収集日は地域によって異なります。「家庭
ごみ収集カレンダー」で分別方法を確認し、ごみ
の資源化と減量化にご協力ください。

12月 30日㈪まで年末

1月 4日㈯から年始

小さな取組が地球温暖化防止につながります

12 月は地球温暖化防止月間です。ごみの資源
化や減量化、ちょっとした心がけが地球温暖化防
止につながります。

●ほかに家庭でできる取組は…
▪重ね着などをして、室温20度を心がける
▪ 急発進、急停車をしないなどのエコドライブを
実践する
▪ 電化製品を長時間使わないときは、コンセント
からプラグを抜く など

●問合せ 市民生活課生活環境係（内線1151）
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　民生委員児童委員・主任児童委員の改選が行われました。民生委員児童委員・主任児童委員の改選が行われました。

■胎内市の民生委員・児童委員
担　当　区　域 氏　　名 電話番号 担　当　区　域 氏　　名 電話番号

表町 村木　國榮 43・4013 江尻・八幡 花野トヨミ 46・2763
水沢町・新栄町 梁川　廣司 43・4595 高野・高野茨島・土作 桐生　利秋 46・2291
大川町 小野りつ子 43・2645 横道・平木田 仲村三郎平 46・3659
本町 山﨑　研一 43・3708 平木田駅前 渡邊　博文 46・3409
西栄町 西條　正幸 43・4550 十二天・小地谷・山屋 本間由里子 46・2283
北本町 小田　京子 43・4377 菅田 内山　信次 46・2394
東本町 1～ 5 須貝　啓子 43・2250 北成田・宮川・竹島 水澤　孝治 45・3060
東本町 6～ 15 奥村　町子 43・2565 苔実 未　選　任
東本町16～ 25・新和町 大沼　雅俊 43・3438 高橋 石井　恵子 45・3627
住吉町 松田　祐司 44・6522 築地新・築地（上） 渡辺ケイ子 45・3556
西本町 1・4 未　選　任 築地（下） 前田　幸江 45・2600
西本町 2・3 小室　和子 44・6761 下高田・山王 齋藤　則子 45・2038
若松町 1～ 4・10～ 15 橋本　節子 44・8122 高畑 鈴木　照美 45・2485
若松町 5～ 9 高橋　信男 43・6009 宮瀬・鴻ノ巣 豊嶋　京子 45・3874
二葉町 1・3～ 6 岩本　タイ 44・6373 笹口浜 眞野ノリ子 45・2158
二葉町 7～ 9 兼田ひろ子 44・8195 中村浜 渡邉トミ子 45・2640
二葉町 2・10 ～ 12 高橋イミ子 43・4801 村松浜（上） 會田三枝子 45・2508
関沢・半山 飛鳥　幸子 43・4389 村松浜（下）・日鉱 小林やよえ 45・2509
飯角 小池　信子 44・6187 黒川上町・黒川中町・黒川南町 居城たづ子 47・2418
星の宮町1～ 18 潟　榮次郎 44・7273 黒川西町１区・黒川西町２区 傳　　良夫 47・2192
柴橋・草野 栁沢知恵子 44・7323 黒川下町・北町 大平鋹司郎 47・2503
新舘・鷹の巣・西川内・東川内 本間　雄一 43・2926 下江端・東牧 齋藤トシ子 47・2460
八田・寅田・小舟戸・船戸 浮須ひろみ 44・8347 近江新・蔵王・塩沢・前山台 村山　正明 47・2966
長橋・つつじが丘・つくし町 佐藤　　勉 43・5817 塩谷・下館・下赤谷 威本　正之 47・2832
上城塚・下城塚・城塚・塩津・弥彦岡 村山　悦子 44・8158 坪穴・栗木野新田・夏井 坂上　一栄 48・3218
本郷町 齋藤　町子 43・3488 鼓岡 坂上　洋子 48・3130
西条町１・赤川 丹呉　庸平 43・4626 坂井 中村　正良 48・3337
西条町２・協和町・倉敷町 林　　裕子 43・2532 熱田坂・宮久・川合 大沼　和雄 48・3017
羽黒・野中・鴨田 渡邉登志江 43・4281 須巻・下荒沢・持倉 水澤　文雄 48・3623
並槻 小野よし子 43・2815 黒俣・大長谷 羽田　又男 48・3379
追分・仁谷野 佐藤　謙彌 44・6066 小長谷・鍬江 近　　幸猪 48・3443
あかね町 今井　茂男 20・8608 主任児童委員
乙 齋藤　芳夫 46・2076 高橋　勝栄 44・8335
桃崎浜 宮川三七子 46・2356 中条地区全域 水澤ひとみ 46・3756
荒井浜 山田　　進 46・3489 佐藤八重子 45・2149
大出・日立 河内キミエ 46・2610 黒川地区全域 西濟　睦美 47・2651
富岡・地本 佐藤　久枝 46・2020 渡部　直登 48・3800

●問合せ　福祉介護課地域福祉係（内線1133）／  市民生活課市民サービス係（黒川庁舎）☎47・2711

　民生委員法で定められた民生委員の一斉改選が行われ、12月 1日付けで厚生労働大臣より委嘱されました。
※委員が選任されていない地区は、決定次第お知らせします。

　民生委員児童委員は、身近な相談相手として、主に支援を
必要とする高齢者などの社会的弱者の相談にのり、その内容
に応じて、福祉サービスなどの紹介や市または関係機関によ
る適切な支援が受けられるように「つなぎ役」として活動す
るほか、地域の高齢者世帯や子ども、子育て家庭などを見守
り、課題の早期発見や支援につながる活動を行っています。
　また、主任児童委員は、学校や保育園、関係機関と連携して、
児童や子育て家庭に関することを専門とした相談・支援活動
を行っています。
　福祉に関する、心配ごと、悩みごとなどがありましたら、
ひとりで抱え込まずにお気軽にご相談ください。
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認
知
症
を
正
し
く
知
る

　

認
知
症
の
人
は
、
も
の
忘
れ
に
よ
る
失
敗
や
家

事
や
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ

と
が
多
く
な
り
、
何
と
な
く
お
か
し
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
認
知
症
特
有
の
「
言
わ
れ
て
も
思
い
出

せ
な
い
物
忘
れ
」
が
重
な
る
と
、
自
分
に
何
か
起

こ
っ
て
い
る
の
で
は
と
不
安
を
感
じ
始
め
ま
す
。

◆
認
知
症
に
は
種
類
が
あ
り
ま
す

　

最
も
多
い
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

で
、
認
知
症
全
体
の
７
割
近
く
を
占
め
ま
す
。
次

に
、
脳
出
血
・
脳

塞
等
で
お
こ
る
脳
血
管
性
認

知
症
が
約
２
割
で
す
。
他
に
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
な
ど
が
あ
り
、

こ
の
４
疾
患
を
「
４
大
認
知
症
」
と
い
い
ま
す
。

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る    

〜
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
〜

〜
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
〜

―― 

第
１
回

第
１
回    

地
域
の
見
守
り
編

地
域
の
見
守
り
編 

―― 

　

高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
ま
た
は
予
備
軍
と
言
わ
れ
、
誰
に
も
起
こ
り
得
る
脳
の
病
気
で
す
。

高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
ま
た
は
予
備
軍
と
言
わ
れ
、
誰
に
も
起
こ
り
得
る
脳
の
病
気
で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
３
か
月
に
わ
た
っ
て
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
３
か
月
に
わ
た
っ
て
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

加齢による物忘れ 認知症の物忘れ

体験の一部分を忘
れる 全体を忘れる

物忘れを自覚して
いる

物忘れを自覚して
いない

物の置き場所を思い
出せないことがある

置き忘れ、紛失が
頻繁になる

約束をうっかり忘
れてしまった

約束したこと自体
忘れている

曜日や日付を間違
えることがある

月や季節を間違え
ることがある

　　　70.9％
日常生活に支障をきたす
認知症の症状がある方 
1,314人

認知症の症状がない
方および軽度の方
540人
　　　　29.1％

介護保険申請者
1,854人

②胎内市の介護保険から
見える認知症（平成30年度）

出典：「 都市部における認知症有病率と生活機能
障害への対応」総合研究報告書より

①全国の認知症有病率
認知症有病率は
　65～69歳で　2.9％
　70～74歳で　4.1％
　75～79歳で 13.6％
　80～84歳で 21.8％
　85～89歳で 41.4％
　90～94歳で 61.0％
　95歳以上で 79.5％

認
知
症
高
齢
者
の
現
状

　

認
知
症
の
発
症
率
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど

高
く
な
り
ま
す
。
胎
内
市
で
も
認
知
症
に

関
す
る
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　

認
知
症
の
人
と
家
族
へ
の
相
談
や
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
が
必
要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
機
関
等
の
関
係
機

関
へ
の
つ
な
ぎ
や
連
絡
調
整
の
支
援
を
し
ま
す
。

【左】新野直紀さん
　　（クラレテクノ（株）ちゅーりっぷ苑）

【中央】柳沼裕子さん・【右】石坂光央さん
　　（地域包括支援センターやまぼうし）

認
知
症
の
方
を
見
守
る

▼
街
あ
る
き
声
か
け
見
守
り
模
擬
訓
練

10
月
16
日
、
東
本
町
地
域
を
対
象
に
、
中
条
中

央
公
民
館
を
捜
索
本
部
と
し
、
声
か
け
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
の

中
、
総
勢
53
人
で
実
施
し
ま
し
た
。

―
皆
さ
ん
、

　
　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
―

　

自
分
が
コ
ン
ビ
ニ
に
好
き
な
お
菓

子
を
買
い
に
行
こ
う
と
し
た
と
き
、

外
か
ら

が
か
け
ら
れ
て
い
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
外
に
出
よ
う
と
し

た
と
き
に
止
め
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
気

持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の

行
動
を
制
限
さ
れ
る
と
つ
ら
い
の
は

認
知
症
の
方
も
同
じ
で
す
。
認
知
症

の
方
が
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
け
る

地
域
を
目
指
し
、
こ
の
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

認
知
症
講
演
会

◆
と
き

12
月
14
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
（
受
付
午
後
1
時
〜
）

◆
と
こ
ろ　

胎
内
市
産
業
文
化
会
館

◆
講
演　

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
」

〜
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
〜

◆
講
師　

医
療
法
人
社
団
清
山
会　

み
は
る

の
杜
診
療
所　

認
知
症
専
門
医
・
神
経
内

科
専
門
医　

院
長　

石
原
哲
郎
氏

◆
同
時
開
催　

地
域
の
サ
ロ
ン
作
品
展
示

◆
そ
の
他　

入
場
無
料
・
申
込
不
要

（
掲
載
予
定
）
第
2
回　

共
生
と
予
防

　
　

第
3
回　

支
援
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

●
問
合
せ　

福
祉
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
係
☎
44
・
８
６
９
１
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特定健診、がん検診、成人歯科健診を受け忘れていませんか？

　今年度、市の特定健診・がん検診（胃カメラ検診、子宮頸
けい

がん検診、乳がん検診）、成人歯科健診を受けてい
ない方は、次のとおり受診できますので実施期間中に受けましょう。

健診（検診）
の種類 対象者 実施時期、実施医療

機関・検診機関 受診方法 申込期限
問合せ先

特定健診

胎内市国民健康保険
（国保）加入者で
40～74歳の方

令和２年
1月 31日㈮まで実施

・笹川医院
・ちの泌尿器・内科医院
・中条中央病院
・わたなべ医院

① 市民生活課ほけん年金係に必
要書類を申請する。
② 「①」の必要書類と保険証・
健診料金を持参し、実施医療
機関で受診する。

※ 予約の必要な実施医療機関が
ありますので、必ず送付書類を
確認のうえ、受診してください。

▼申込期限
令和2年
1月 24日㈮まで

▼問合せ先
市民生活課
ほけん年金係
☎43・6111
（内線 1147）

胃カメラ
検診

・50歳以上の方
・ 40～49歳でペー
スメーカー装着者、
バリウムアレルギー
や腸閉塞の既往が
あり、バリウム検診
を受けられない方

令和２年
3月 31日㈫まで実施

・中条中央病院
・坂上医院
・わたなべ医院
・橋本医院

① 市から発行された書類に記載
されている実施医療機関に予
約する。
② 必要書類、検診料金、保険証
を持参し、実施医療機関で受
診する。

▼申込期限
12月27日㈮まで

▼問合せ先
健康づくり課
元気応援係
☎44・8680

子宮頸がん
検診

・ 20歳以上の偶数
年齢の女性の方
・ 子宮頸がん無料
クーポン対象の方

令和２年
１月31日㈮まで実施

・関塚医院
・富田産科婦人科クリニック
・広神産婦人科医院
・渡部レディスクリニック
・遠山医院

市から発行された書類、検診料
金、保険証を持参し、実施医療
機関で受診する。

▼問合せ先
健康づくり課
元気応援係
☎44・8680乳がん検診

・ 40歳以上の偶数
年齢の女性の方
・ 乳がん無料クーポ
ン対象の方

12月16日㈪、19日㈭
令和 2年
1月14日㈫、24日㈮
2月 4日㈫、26日㈬

・下越総合健康開発センター

① 市から発行された書類に記載
されている検診実施機関に予
約する。
② 必要書類、検診料金を持参し、
検診実施機関で受診する。

成人
歯科健診

40、50、60、70、
76、80歳の方

令和2年
１月 31日㈮まで実施

・市内歯科医院

① 市から発行された書類に記載
されている実施医療機関に予
約する。
② 受診券、保険証を持参し、市
内歯科医院で受診する。

＜特定健診・がん検診　施設健（検）診のお知らせ＞

※対象者の年齢は令和2年 3 月 31 日までになる年齢です。
※受診票等の必要書類を紛失した方や新たに受診を希望する方は必要書類を発行しますので、ご連絡ください。
※今年度中に次の健診（検診）を受診された方は重複して上記健診（検診）の受診はできません。
　・特定健診…市の集団健診や国保人間ドック健診を受診した方
　・胃カメラ…市の胃部（バリウム）検診を受診した方
　・子宮頸がん・乳がん検診…市の車検診を受診した方

◎問合せ　健康づくり課（ほっとＨＯＴ・中条内）☎44・8680

市報たいない 2019.12.1　p.14市報たいない 2019.12.1　p.14

健康づくり課からのお知らせ
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オレンジリボンには、
子ども虐待を防止す
るというメッセージ
が込められています。

　児童虐待は、家庭内で起こることが多いため、発見が難しいものです。虐待を防ぐには、学校やこども園、
保育園をはじめ、子どもたちを日ごろから見ている地域の大人たちの『気付き』が大切となります。
　「よその家庭のことだし…」「しつけだろう…」「通報しても虐待でなかったらどうしよう…」などと思うか
もしれません。しかし、「毎日、泣き声が激しい」「けがが増えてきている」「服や体がいつも汚れている」など、
見たり聞いたりしていて「おかしいな？」と気付いたら、下記に連絡してください。
　子どもは自分で助けを求めることができません。地域に暮らすわたしたちみんなで、子どもたちを見守るこ
とが大切です。

「 」と思ったら…ためらわずにご連絡を
相談窓口：健康づくり課子育て応援係☎43・0304（相談直通）
　　　　　胎内市西本町11番11号、ほっとＨＯＴ・中条内
　　　　　㈪～㈮午前8時30分～午後5時15分〔㈯・㈰・㈷を除く〕
　　　　※来所、電話でのご相談に応じます。必要に応じて、家庭訪問も行っています。
　または、児童相談所全国共通ダイヤル☎189  ※24時間つながります。
● 受け付けた相談・情報に基づいて、市と児童相談所が連携して子どもの安全を確認し、支援を行います。
●通告（相談）した方の秘密は、固く守られます。

インフルエンザにご用心！

　新潟県内では、インフルエンザ患者が増加しており、流行する時期に入っています。感染予防には、皆さん
の「かからない」「うつさない」という気持ちがとても大切です。主な症状としては、38 度以上の急な発熱、
鼻水、頭痛、咳

せき

、のどの痛み、関節痛、筋肉痛などがあります。

手を洗いグマ お口をカバー

令和２年度
胎内市健康診査調査票の提出について

　市で行う各種健（検）診の案内通知を送る対象者
を把握するため、「2020年度胎内市健康診査調査票」
を配布しています。調査票に同封されたご案内と書
き方をよくお読みになり、提出日までに提出してく
ださい。
　この調査票は、2021 年３月 31日時点で、30歳
以上の方および 20 ～ 28 歳の偶数年齢の女性がい
る世帯を対象に配布しています。

献血にご協力ください

　献血と並行して、骨髄バンクのドナー登録
受付をします。
●とき　12月５日㈭
　　　　午前９時30分～ 11時 30分
　　　　午後1時～ 4時
●ところ　胎内市役所

11時 30分
時

健康づくり課からのお知らせ

p.15　市報たいない 2019.12.1p.15　市報たいない 2019.12.1

● 感染予防が第一！
　▪人混みへの外出を控え、外出時にはマスクの着用をする。
　▪帰宅時に、「手洗い」「うがい」をする。
　▪十分な栄養と睡眠をとる。
　▪規則正しい生活と適度な運動をする。　
　▪ 感染を拡げないために、咳などの症状があるときは、マスクをする
　　（咳エチケット）。
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街のわだい

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜
叙
勲
を
受
け
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

旭
日
双
光
章　
　

地
方
自
治
功
労

小
林
兼
由
さ
ん
（
築
地
）

（
元　

胎
内
市
議
会
議
員
）

秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章　
　

社
会
福
祉
功
労

伊
藤
紀
子
さ
ん
（
乙
）

（
元　

民
生
・
児
童
委
員
）

瑞
宝
双
光
章　
　
　
　

防
衛
功
労

長
谷
川
豪
さ
ん
（
平
木
田
駅
前
）

（
元　

２
等
陸
佐
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章　
　
　
　

警
察
功
労

奥
村　

昭
さ
ん
（
東
本
町
）

（
元　

新
潟
県
警
部
補
）

旭
日
単
光
章　
　

地
方
自
治
功
労

布
川
嘉
一
郎
さ
ん
（
黒
川
中
町
）

（
元　

胎
内
市
議
会
議
員
）

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章　
　
　
　

教
育
功
労

相
馬　

晃
さ
ん
（
東
本
町
）

（
元　

新
潟
県
公
立
中
学
校
長
）

プ
ラ
ハ
・
チ
ェ
ロ
・
カ
ル
テ
ッ
ト

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
10
日　

中
条
小
学
校

　市教育委員会などがプロのアーティストを地
域の学校に派遣するミニコンサートが開催され
ました。児童は、“彼こそが海賊「パイレーツ・
オブ・カリビアン」”など４人の奏でる迫力があ
って豊かなチェロの音色に聴き入っていました。
演奏後には英語での質問コーナーがあるなど児
童にとってかけがえのない経験になりました。

中
学
１
年
生
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

10
月
10
日　

産
業
文
化
会
館

　市内中学１年生を対象に中条胎内ロータリー
クラブ（布川邦彦会長）が主催し、45事業所が
出展しました。参加した生徒は各ブースを見て
回り、さまざまな職業の説明を聞いたり体験し
たりして働くことへの興味や理解を深めました。
「犬が好きなのでペットを扱うブースに参加し
た」など楽しみながらも真剣に取り組みました。

　

地
方
自
治
や
社
会
福
祉
、
教
育
な
ど
の
分
野
で
長
年
に
わ
た
る
功
労
や
社
会
貢
献
を
た
た
え
る
秋
の
叙
勲
と
高
齢
者
叙

勲
を
、
市
内
で
４
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
危
険
性
の
高
い
業
務
に
長
年
従
事
し
た
方
へ
の
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
を
、
市
内
で
２
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
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ツ
ー
ル
ド
胎
内
２
０
１
９

10
月
20
日　

新
潟
食
料
農
業
大
学
〜
奥
胎
内
ダ
ム
往
復

　胎内川河口から源流までの自然などを五感で
感じるサイクルイベントとして開催され、奥胎
内ダムを含む約78㎞のコースを51人が駆け抜け
ました。参加者から「上りはきつかったけど、
色づき始めた山々がきれいで楽しかった」「休憩
所で食べた米粉パンや乙まんじゅうがおいしか
った」など１日を満喫した声が聞かれました。

奥胎内ダムで記念撮影奥胎内ダムで記念撮影

プ
ラ
ハ
・
チ
ェ
ロ
・
カ
ル
テ
ッ
ト

コ
ン
サ
ー
ト

10
月
12
日　

産
業
文
化
会
館

　４人の凄腕演奏家たちによるチェロ四重奏コ
ンサートが開催されました。来場された皆さん
は、“Ｇ線上のアリア”や“アナザー・デイ・オブ
・サン～映画「ラ・ラ・ランド」”など４人の息
の合った迫力ある豊かで繊細なチェロの音色に
聴き入っていました。また、チェロとピアノの
協奏曲もあるなど大変満足していました。

第
７
回
障
が
い
者
ア
ー
ト
展

10
月
18
日
〜
22
日　

産
業
文
化
会
館

　障がいのある人が日頃の創作活動の成果を発
表することで、芸術を通じた交流や社会参加の
場が広げられ、障がいへの理解を深めてもらえ
るよう、毎年開催されています。今年は「国民
文化祭」「全国障がい者芸術・文化祭」の応援事
業として行われ、個性豊かな作品が会場を鮮や
かに彩り、来場された方を魅了してくれました。

「
オ
ー
ル
胎
内
郷
人
会
」開
催

10
月
19
日　

ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　「令和元年度オール胎内郷人会交流会」がロ
イヤル胎内パークホテルで開催され、市内外か
ら76人の参加がありました。
　同時開催企画として、ゴルフコンペやブナ巨
樹＆ダム見学ツアーも開催され、交流会ではお
互いの近況やふるさとの思い出話に花を咲かせ
ていました。

胎
内
市
消
防
団
秋
季
総
合
演
習

10
月
20
日　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
陸
上
競
技
場

　胎内市消防団員の団結を強化し、消防技術の
向上等を図ることを目的にした秋季総合演習が
行われました。
　291人の団員が参加し、中隊横隊点検、中条
中学校吹奏楽部の演奏による分列行進、消防団
・企業消防・広域消防合同による放水を行いま
した。

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り
で
交
流

10
月
16
日　

産
業
文
化
会
館

　『あぐりウーマン・ネット“知恵のわ”』フォー
ラムが開催され、新発田地域の女性農業者など
約120人が参加しました。
　３グループに分かれて行われた実習＆交流に
は、地域おこし協力隊の朽

くたみ

網隊員も苔の寄せ植
え（苔テラリウム）の講師として参加し、多く
の方々と苔を通して交流を行いました。
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街のわだい

山
梨
県
笛
吹
市
、
中
央
市
で

板
額
御
前
の
演
劇
披
露

11
月
2
日
〜
3
日　

山
梨
県
笛
吹
市
、
中
央
市

　市の観光大使である「板
はんがくごぜん

額御前」と「板額弓
きゅー

人
と

（cute♥）隊」が、板額御前の夫・浅利与一
ゆかりの山梨県を訪問し、２日に「笛吹市境川
町文化祭」、３日に「中央市ふるさとまつり」で
演劇と演武を披露しました。出演後には笛吹市
の境川支所長の案内で史跡を巡るなど、歴史文
化を介しての交流を深めました。

第
3
回
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
を

Ｊ
Ｘ
石
油
開
発
㈱
が
受
賞

11
月
7
日　

東
京
都
千
代
田
区　ＪＸ石油開発㈱中条油業所が行う森林保全ボ

ランティア「ＪＸ中条の森づくり活動」が農林
水産省「林野分野」の優秀賞を受賞しました。
　この大賞は、日本国内の社会資本のメンテナ
ンスに係る優れた取り組みなどを表彰し、広く
紹介することでメンテナンス産業の活性化を図
ることなどを目的に実施されています。

 笛吹市 笛吹市

 中央市 中央市

み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぼ
う
！
命
の
輝
き

11
月
2
日　

中
条
小
学
校

　命の尊さを訴える舞台作品を多数手掛けてい
るマルチアーティスト、ちびまる子ちゃんでお
なじみのＴＡＲＡＫＯさんをお招きし、子ども
たちと一緒に命について学びました。「命って、
大事だね」というテーマで講演をいただき、私
たちの身の回りにあるすべてのものに命がある
ことを親子で考える温かな時間となりました。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」入
賞
お
め
で
と
う
！

11
月
13
日　

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　租税教育活動の一環として毎年募集している
中学生の「税についての作文」に、今年度は市
内４校から186編の応募があり、５編が優秀作
品に選ばれました。入賞作品は、市ホームペー
ジで紹介します。
▶23ページ「街の連絡帳」で優秀作品５編を紹
　介しています。

「
全
国
み
ど
り
の
工
場
大
賞
」表
彰

10
月
28
日　

東
京
都
港
区

　株式会社三進製作所新潟工場（塩沢、本社：
埼玉県戸田市）が、工場緑化の取り組みにより
環境の向上に顕著な功績があったとして「全国
みどりの工場大賞・日本緑化センター会長賞」
を受賞し、東京都港区で開催された「第38回工
場緑化推進全国大会」で表彰されました。 

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
採
れ
た
よ
！

園
児
に
よ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

10
月
21
日　

長
池
憩
い
の
森
公
園
脇

　市内の９か所の保育園・こども園の年長児が、
胎内市農業士会の協力を受け５月に植えた「紅
はるか」の収穫を行いました。
　農業士会の皆さんに指導を受けながら、園児
たちは土を掘って大きなイモを採りました。喜
びの表情を浮かべながら、全てのイモを掘り出
しました。
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● ● 入場料：500 円（2 日間通し券、全席自由）※入場券発売中（当日券あり）
● ● 取扱所：産業文化会館、中央公民館、胎内市図書館、黒川地区公民館、
　　　　　きのと交流館、築地農村環境改善センター
● ● 会場：産業文化会館　多目的ホール
● ● 問合せ：産業文化会館　☎ 43・6400
● ● 主催：胎内市教育委員会／文化庁／国立映画アーカイブ　
● ● 特別協賛：木下グループ　● ● 協力：株式会社オーエムシー

上映予定時間上映予定時間
12月 20日㈮　　　　　12月 21日㈯12月 20日㈮　　　　　12月 21日㈯

胎内胎内シネマパラダイスシネマパラダイス
「名作映画上映会」「名作映画上映会」

戦後直前の混乱のなかで、古き時代への悔恨と新しい時代に向けた希望を映し出した力作を紹介します。戦後直前の混乱のなかで、古き時代への悔恨と新しい時代に向けた希望を映し出した力作を紹介します。

－文化庁 優秀映画鑑賞推進事業－－文化庁 優秀映画鑑賞推進事業－

「安城家の舞踏会」「安城家の舞踏会」
1947年 松竹（大船）／吉村公三郎 監督／ 89分

【
出
演
】
原
節
子

　
　
　

  

滝
沢
修

　
　
　

  

森
雅
之 

ほ
か

「戦争と平和」「戦争と平和」
1947年 東宝／山本薩夫・亀井文夫 監督／100分

【
出
演
】
伊
豆
肇

　
　
　

  

岸
旗
江

　
　
　

  

池
部
良 

ほ
か

「帰郷」「帰郷」
1950年 松竹（大船）／大庭秀雄 監督／ 104分

【
出
演
】
佐
分
利
信

　
　
　

  

木
暮
美
千
代

　
　
　

  

津
島
恵
子 

ほ
か

「蜂の巣の子供たち」「蜂の巣の子供たち」
1948年 蜂の巣映画部／清水宏 監督／ 84分

【
出
演
】
島
村
俊
作

　
　
　

  

夏
木
雅
子

　
　
　

  

御
庄
正
一 

ほ
か  

●戦争と平和：午前9時～戦争と平和：午前9時～
●安城家の舞踏会：安城家の舞踏会：
　　　　　　午前10時 55分～　　　　　　午前10時 55分～
●蜂の巣の子供たち：蜂の巣の子供たち：
　　　　　　午後1時 5分～　　　　　　午後1時 5分～
●帰郷：午後2時 45分～帰郷：午後2時 45分～

●帰郷：午前9時～帰郷：午前9時～
●蜂の巣の子供たち：蜂の巣の子供たち：
　　　　　　午前11時～　　　　　　午前11時～
●安城家の舞踏会：安城家の舞踏会：
　　　　　　午後1時 5分～　　　　　　午後1時 5分～
●戦争と平和：午後2時 50分～戦争と平和：午後2時 50分～



市報たいない 2019.12.1　p.20

日時時 所場所・会場 対対象 内内容 講講師 ￥料金 定定員 持持ち物 他その他
申申込方法・期間など

お知らせ
アイコン

〒郵送先
問問合せ

　

東
日
本
を
代
表
す
る
古
墳
研
究
者

か
ら
城
の
山
古
墳
の
意
義
に
つ
い
て

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

昔
語
り
茶
が
ま
の
会
に
よ
る
昔
話
も

行
い
ま
す
。

時
12
月
14
日
㈯
午
後
１
時
〜
２
時
…
胎

内
の
昔
話
「
ひ
と
か
ご
山
」
ほ
か
５
話

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
…
歴
史
講
演

会
「
城
の
山
古
墳
の
意
義
」

所
胎
内
市
美
術
館

講
西
川
修
一
氏
（
西
相
模
考
古
学
会
）

￥
無
料

申
申
込
不
要

問
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（
内
線
２

３
２
５
）

椎
野
投
手
を
応
援
す
る
会

　

昨
年
、
プ
ロ
野
球
球
団
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
に
入
団
し
、
今

季
５
勝
２
敗
の
好
成
績
を
収
め
た
胎

内
市
出
身
の
椎
野
新あ

ら
た

投
手
を
囲
み
、

応
援
す
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
令
和
２
年
１
月
５
日
㈰
正
午
〜

所
ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

対
小
学
４
年
生
以
上

￥
大
人
７
０
０
０
円
、
中
学
・
高
校

生
５
０
０
０
円
、
小
学
４
〜
６
年
生

４
５
０
０
円

申
12
月
10
日
㈫
ま
で

申
・
問
実
行
委
員
会
事
務
局（
片
野
）

☎
０
９
０
・
７
４
１
３
・
１
２
６
６

テ
デ
ィ
ベ
ア
ア
ー
ト
展

時
12
月
15
日
㈰
〜
22
日
㈰
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時

所
胎
内
市
美
術
館
談
話
室
（
無
料
）

内
胎
内
市
出
身
の
テ
デ
ィ
ベ
ア
作
家

近
美
咲
氏
の
作
品
を
展
示

▼
テ
デ
ィ
ベ
ア
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

時
12
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

所
胎
内
市
美
術
館
談
話
室

講
近
美
咲
氏

￥
１
０
０
０
円

定
15
人
（
要
予
約
）

申
・
問
胎
内
市
美
術
館
☎
47
・
２
２

８
８ク

リ
ス
マ
ス

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
！

時
12
月
25
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

所
き
の
と
交
流
館

対
市
内
小
学
生

￥
３
０
０
円

胎内市歴史講演会
「城の山古墳の意義」…（P20）

催 し催 し

今号の注目はこの３つ。
親子ふれあい広場に参加した
３人のナビゲーターが目印！

花野  葵ちゃん花野  葵ちゃん
  はなの    あおい  はなの    あおい

小林 幸人ちゃん小林 幸人ちゃん
 こばやし   ゆきと こばやし   ゆきと

本間 律希ちゃん本間 律希ちゃん
  ほんま　　りつき  ほんま　　りつき

少年・少女スキー教室参加者募集
…（P21）

ススポ
ーツスポ
ーツ

広
告
内
容
に
関
す
る
質
問
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
告
ス
ポ

ン
サ
ー
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
広
告
内
容
と

胎
内
市
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

広
告
内
容
に
関
す
る
質
問
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
告
ス
ポ

ン
サ
ー
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
広
告
内
容
と

胎
内
市
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＜有料広告＞ ＜有料広告＞

観光周遊バス「くるっと胎内」の
運行終了…（P22）i

お知
らせお知
らせ

胎
内
市
歴
史
講
演
会

「
城
の
山
古
墳
の
意
義
」

催　
　

し
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催

し

相

談

募

集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

お
知
ら
せ

相

談

講
座
・
教
室

お
知
ら
せ

定
先
着
20
人

他
献
立
…
ピ
ザ
、
ス
ー
プ
、
ク
リ
ス

マ
ス
パ
フ
ェ

申
12
月
13
日
㈮
ま
で

申
・
問
き
の
と
交
流
館
☎
46
・
２
１

０
１板

額
太
鼓
保
存
会

打
ち
納
め
演
奏
会

　

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
２
０
１
９
年
を
締
め
く
く
る
演

奏
会
を
行
い
ま
す
。
迫
力
の
あ
る
演

奏
を
し
ま
す
。
特
別
ゲ
ス
ト
出
演
も

あ
り
ま
す
の
で
、
暖
か
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

最
新
情
報
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
板
額
太
鼓
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時
12
月
15
日
㈰
午
後
２
時
〜
開
演

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
中
条

￥
無
料

問
板
額
太
鼓
保
存
会（
豊
島
）☎
44
・

６
３
１
５

胎
内
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

　

２
０
１
９
〜
20
シ
ー
ズ
ン
の
胎
内

ス
キ
ー
場
の
営
業
開
始
は
12
月
24
日

㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

内◇
リ
フ
ト
営
業
時
間

▪
平
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▪
㈯
㈰
㈷
…
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

▪
ナ
イ
タ
ー
営
業
：
㈮
㈯
…
午
後
５
時

〜
９
時
／
㈰
㈷
…
午
後
５
時
〜
７
時

※
天
候
悪
化
や
諸
状
況
に
よ
り
、
営

業
時
間
の
変
更
や
運
転
を
休
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

毎
週
㈰
は
ス
キ
ー
こ
ど
も
の
日
！

小
学
生
以
下
リ
フ
ト
無
料
／
駐
車
場

完
全
無
料
／
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
よ
り
ナ

イ
タ
ー
営
業
の
ゲ
レ
ン
デ
が
明
る
く

な
り
ま
し
た
！

問
胎
内
ス
キ
ー
場
☎
48
・
３
０
０
２

募

集

地
域
づ
く
り
活
動
発
表
会

の
発
表
団
体
募
集

　

地
域
づ
く
り
や
協
働
の
取
り
組
み

を
学
び
合
う
場
と
し
て
、
来
年
２
月

の
予
定
で
産
業
文
化
会
館
で
活
動
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
で
地
域

づ
く
り
等
に
取
り
組
み
、
そ
の
活
動

を
発
表
で
き
る
団
体
や
自
治
会
を
募

集
し
ま
す
。
市
民
に
皆
さ
ん
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

時
発
表
時
間
＝
１
団
体
に
つ
き
８
分

程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
・
自

治
会
等
（
5
団
体
程
度
）

※
発
表
団
体
の
選
考
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

他
昨
年
度
実
施
し
た
発
表
会
の
内
容

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
政
情
報

←

市
民
協
働
の
推
進
）
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

申
12
月
23
日
㈪
ま
で
に
活
動
内
容
の

概
要
を
Ａ
４
用
紙
１
枚
程
度
に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
任
意
）

申
・
問
総
合
政
策
課
行
革
協
働
係

（
内
線
１
３
６
２
）

ス
ポ
ー
ツ

少
年
・
少
女
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
、
ス
キ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

時
令
和
2
年
１
月
18
日
㈯
、
25
日
㈯

所
胎
内
ス
キ
ー
場

対
市
内
小
学
生
（
初
心
者
）

※
両
日
と
も
参
加
で
き
る
方
の
み

￥
１
０
０
０
円
（
リ
フ
ト
２
回
分
・

保
険
料
込
み
）

※
別
途
、
必
要
な
方
の
み
レ
ン
タ
ル

ス
キ
ー
代
（
２
０
０
０
円
）

定
50
人

申
詳
細
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
申

込
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
＝
12
月
９
日
㈪
〜
11
日
㈬

申
・
問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
（
黒
川
庁
舎
１
階
）
☎
47
・
３
４

０
８第

31
回
胎
内
市
野
球
連
盟
会
長

杯
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
結
果

　

９
月
７
日
か
ら
10
月
11
日
に
か
け

て
、
胎
内
球
場
で
野
球
連
盟
会
長
杯

ナ
イ
タ
ー
野
球
（
参
加
チ
ー
ム
９

チ
ー
ム
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３

リ
ー
グ
に
分
か
れ
各
リ
ー
グ
の
上
位

チ
ー
ム
に
よ
り
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
行
い
、
ウ
ッ
チ
ー
ズ
が
４
期
ぶ
り

３
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

・
優　

勝　

ウ
ッ
チ
ー
ズ

・
準
優
勝　

W
hite H

ouse

・
第
３
位　

南
町
、セ
ブ
ン
ス
タ
ー
ズ

●
ホ
ー
ム
ラ
ン
…
大
村
将
輝
１
号

（
ウ
ッ
チ
ー
ズ
）

優勝したウッチーズ

＜有料広告＞
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日時時 所場所・会場 対対象 内内容 講講師 ￥料金 定定員 持持ち物 他その他
申申込方法・期間など

お知らせ
アイコン

〒郵送先
問問合せ

胎
内
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
報
告

　

会
員
が
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
に
参
加

し
、
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

▼
第
一
地
区
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
10

月
23
日
、
聖
籠
町
町
民
会
館
）

参
加
チ
ー
ム
…
16
チ
ー
ム
（
胎
内
市

３
チ
ー
ム
）

▪
優　

勝　

胎
内
Ａ
チ
ー
ム

▪
準
優
勝　

胎
内
Ｃ
チ
ー
ム

▪
第
３
位　

胎
内
Ｂ
チ
ー
ム

▼
第
20
回
新
潟
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
10
月
26
日
、
新
潟
ふ
れ
愛
プ

ラ
ザ
）

参
加
チ
ー
ム
…
22
チ
ー
ム
（
胎
内
市

２
チ
ー
ム
）

▪
優　

勝　

胎
内
Ａ
チ
ー
ム

他
毎
月
第
１
、
第
３
㈪
に
Ｂ
＆
Ｇ
ミ

ニ
体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
１
月
、

２
月
は
お
休
み
）

問
胎
内
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
胎
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
44
・
８
６
８
２
（
灰
野
）

令
和
元
年
度　

秋
季
市
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
結
果

10
月
20
日
、
国
際
交
流
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
男
子
の
部

１
位　

渡
辺
正
幸
・
加
藤
聡
ペ
ア

（
ク
ラ
レ
新
潟
・
中
条
ク
ラ
ブ
）

▼
シ
ニ
ア
の
部

１
位　

桐
生
進
・
金
子
邦
雄
ペ
ア

（
中
条
ク
ラ
ブ
・
中
条
マ
ス
カ
ッ
ト
）

２
位　

中
川
真
澄
・
井
上
保
ペ
ア

（
中
条
ス
ポ
少
保
護
者
・
シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ
）

▼
ビ
ジ
タ
ー
（
中
条
ス
ポ
少
保
護
者

の
部
）

１
位　

蓮
沼
匡
・
木
村
圭
吾
ペ
ア

（
中
条
ス
ポ
少
保
護
者
）

２
位　

蓮
沼
陽
子
・
小
池
愛
ペ
ア

（
中
条
ス
ポ
少
保
護
者
）

▼
ビ
ジ
タ
ー
（
小
学
生
の
部
）

１
位　

兼
田
一
織
・
小
池
涼
花
ペ
ア

（
中
条
ス
ポ
少
）

２
位　

中
川
小
春
・
宮
下
桃
寧
ペ
ア

（
中
条
ス
ポ
少
）

３
位　

蓮
沼
優
希
・
藤
井
椛
乃
ペ
ア

（
中
条
ス
ポ
少
）

３
位　

石
栗
蒼
生
・
渡
辺
瑛
大
ペ
ア

（
中
条
ス
ポ
少
）

▼
中
学
生
男
子
の
部

１
位　

兼
田
十
和
・
木
村
崇
人
ペ
ア

（
中
条
中
）

２
位　

小
池
泰
聞
・
加
藤
怜
音
斗
ペ

ア
（
中
条
中
・
中
条
ス
ポ
少
）

３
位　

高
橋
陽
玄
・
内
山
雛
太
ペ
ア

（
黒
川
中
）

３
位　

早
川
智
也
・
近
悠
暉
ペ
ア

（
中
条
中
）

▼
中
学
生
女
子
の
部

１
位　

高
橋
舞
・
須
貝
若
菜
ペ
ア

（
中
条
中
）

２
位　

高
橋
寧
々
・
木
村
和
楓
ペ
ア

（
中
条
中
）

３
位　

冨
樫
凛
・
野
倉
知
紗
ペ
ア

（
中
条
中
）

３
位　

花
野
睦
月
・
齋
藤
芽
瑠
ペ
ア

（
乙
中
）お

知
ら
せ

i

i

観
光
周
遊
バ
ス
「
く
る
っ
と

胎
内
」
の
運
行
終
了

　

Ｊ
Ｒ
中
条
駅
・
平
木
田
駅
と
市
内

各
観
光
施
設
を
巡
回
し
て
い
る
観
光

周
遊
バ
ス
「
く
る
っ
と
胎
内
」
は
、

12
月
８
日
㈰
を
も
っ
て
今
年
度
の
運

行
を
終
了
し
ま
す
。
来
年
４
月
以
降

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
来
年
４
月
１

日
以
降
発
行
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
（
内
線

１
２
５
３
）

12
月
３
日
〜
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
広
く
障
が
い
と
障
が
い
の

あ
る
人
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
ほ
ん
の
少
し
の
気
づ
か
い

と
思
い
や
り
を
社
会
全
体
に
広
げ
ま

し
ょ
う
。

問
福
祉
介
護
課
障
が
い
福
祉
係
（
内

線
１
１
３
６
）

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

年
末
が
近
づ
く
と
、
人
や
車
の
動

き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
が
ち
で
す
。

冬
道
は
積
雪
や
凍
結
に
よ
り
路
面
状

況
が
悪
化
す
る
の
で
、
い
つ
も
よ
り

速
度
を
控
え
慎
重
な
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
飲
酒
の
機
会
が
多
い
時

期
で
す
。「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

内運
動
期
間
＝
12
月
11
日
㈬
〜
20
日
㈮

ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
『
ゆ
ず
り
合
う　

心

あ
っ
た
か　

冬
の
道
』

運
動
の
重
点
＝
横
断
歩
行
者
の
保
護

／
飲
酒
運
転
の
根
絶
／
冬
道
の
安
全

走
行

問
総
務
課
庶
務
係
（
内
線
１
３
２
２
）

中
小
企
業
等
に
就
職
し
た
方

向
け
助
成
金
の
申
請

　

市
で
は
、
中
小
企
業
等
の
支
援
の

一
環
と
し
て
、
市
内
の
中
小
企
業
等

に
就
職
し
市
内
に
転
入
し
た
方
を
対

象
に
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
予

算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

＜有料広告＞ ＜有料広告＞
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催

し

相

談

募

集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

お
知
ら
せ

催

し

相

談

募

集

講
座
・
教
室

談
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
企
業

の
皆
さ
ま
も
従
業
員
に
対
象
者
が
い

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
・
対

事
業
名
＝
胎
内
市
中
小
企
業
等
支
援

事
業
（
は
た
ら
く
支
援
事
業
）

対
象
＝
雇
用
さ
れ
た
方

概
要
＝
平
成
31
年
３
月
以
降
に
胎
内

市
へ
転
入
し
、
平
成
31
年
４
月
以
降

に
市
内
の
中
小
企
業
者
等
に
就
職
・

定
住
の
意
思
が
あ
る
人
が
対
象
。

定
額
＝
２
万
５
０
０
０
円

※
雇
用
主
の
証
明
、
年
金
保
険
の
被

保
険
者
資
格
証
の
写
し
等
が
必
要
。

他
詳
細
は
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

（
内
線
１
２
５
４
）

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会

10
月
１
日
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
い
始
ま
っ
た
「
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
」
に
つ
い
て
事
業

者
に
お
け
る
経
理
処
理
を
中
心
に

「
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

時
12
月
18
日
㈬
、
19
日
㈭

午
前
の
部
：
10
時
〜
11
時

午
後
の
部
：
2
時
〜
3
時

所
新
発
田
税
務
署
会
議
室
（
新
発
田

市
諏
訪
町
１
‐
12
‐
24
）

内
軽
減
税
率
対
象
品
目
、
帳
簿
・
請

求
書
の
記
載
方
法
お
よ
び
消
費
税
申

告
書
の
作
成
方
法
／
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
の
概
要

定
各
日
30
人
（
先
着
順
）

他
駐
車
場
は
あ
り
ま
す
が
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
【
事
前
予
約
制
】
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
個
別
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
事
前
に
個
人
事
業
者
の
方
は

個
人
課
税
第
一
部
門
、
法
人
の
方
は
法

人
課
税
部
門
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問
新
発
田
税
務
署
法
人
課
税
部

門
☎
22
・
３
１
７
０

確
定
申
告
に
便
利
な
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
（
Ｐ
Ｗ
）
を
お

持
ち
で
な
い
方
へ

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書

を
作
成
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
す
る
だ
け
でe-Tax

で
確
定
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
え
ば
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
、
ご
自
宅
等
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
にe-Tax

で
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
便
利
で
す
。

　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
税
務
署
で

発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
に
は
、

職
員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
が
必

要
な
た
め
、
申
告
者
ご
本
人
が
運
転

免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
本
人

確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
」
に
よ
る

e-Tax

が
利
用
で
き
ま
す
。

※
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は
暫
定

的
な
対
応
で
す
の
で
、
お
早
め
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
新
発
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部

門
☎
22
・
３
１
６
２

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

入
賞
お
め
で
と
う
！

▼
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

優
秀
賞

『
豊
か
な
暮
ら
し
に
税
金
あ
り
』

網あ
じ
ろ代

暖の
ど
か花

さ
ん
（
中
条
中
学
校
２
年
）

▼
新
発
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞

『
国
民
と
税
』

渡わ
た
な
べ辺
芽め

い衣
さ
ん
（
中
条
中
学
校
２
年
）

『
税
金
の
大
切
さ
』

近こ
ん

悠ゆ
う
ま真
さ
ん
（
黒
川
中
学
校
３
年
）

▼
胎
内
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長

賞『税
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
に
』

大お
お
た田

桜み

ゆ由
さ
ん
（
乙
中
学
校
３
年
）

『「
税
」
の
大
切
さ
』

村
に
し
む
ら

あ
い
な
さ
ん（
築
地
中
学
校
３
年
）

問
税
務
課
市
民
税
係（
内
線
１
１
２
１
）

　令和元年11月１日付けで、次の事業者を指定し
ましたので公表します。

■第１号通所事業旧介護予防通所
　介護相当サービス事業

指定事業者名 ㈱ほっとしばたケアセンター

事業所名 レッツ倶楽部ほっとしばたたんぽぽ

事業所所在地 新発田市豊町３丁目５番11号

事業所番号 第1570601672号

問福祉介護課地域包括支援センター係
　☎44・8691

介護予防・日常生活支援総合事業
第１号事業者の指定

＜有料広告＞
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日時時 所場所・会場 対対象 内内容 講講師 ￥料金 定定員 持持ち物 他その他
申申込方法・期間など

お知らせ
アイコン

〒郵送先
問問合せ

作
っ
て
み
よ
う
正
月
飾
り
！

　

地
域
資
源
を
活い

か
し
て
、
竹
で
ミ

ニ
門
松
、
マ
コ
モ
ダ
ケ
の
葉
っ
ぱ
で

し
め
縄
を
作
り
ま
す
。
持
ち
帰
り
も

で
き
ま
す
。

時
12
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

所
里
の
駅
い
ち
べ
え
（
坂
井
６
０
６

‐
4
）

￥
７
０
０
円
（
軽
食
付
き
）

申
12
月
16
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は

「
里
の
駅
い
ち
べ
え
」
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
・
問
総
合
政
策
課
胎
内
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊（
朽く

た
み網

）（
内
線
１
３
６
４
）

雪
害
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事
故
防
止
の
お
願
い

　

雪
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
や
メ
ー
タ
ー
周
辺
、

屋
外
設
置
の
給
湯
器
等
は
、
雪
に
埋

も
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
除
雪
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

②
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
周
囲

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

③
排
気
筒
や
吸
気
口
が
雪
で
塞
が
れ

て
い
な
い
か
、
排
気
筒
に
破
損
は
な

い
か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※
万
一
、
ガ
ス
漏
れ
や
燃
焼
器
具
に

異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
お

取
引
の
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
（
一
社
）
新
潟
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

☎
０
２
５
・
２
６
７
・
３
１
７
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
１
科
目
か
ら
学
べ

ま
す
。
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

内
出
願
期
間
＝
第
１
回
…
令
和
２
年

２
月
29
日
㈯
ま
で
、
第
２
回
…
３
月

17
日
㈫
ま
で

他
大
学
説
明
会
＝
12
月
22
日
㈰
、
令

和
２
年
１
月
12
日
㈰
、
２
月
８
日

㈯
。
午
後
１
時
30
分
〜
会
場
：
新
潟

学
習
セ
ン
タ
ー

問
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
・
２
２
８
・
２
６
５
１

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

11
月
20
日
か
ら
発
売
中

　

県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
県
内
に
お
け
る
道
路
・
橋
り
ょ

う
の
補
修
、
防
災
意
識
啓
発
事
業
や

出
産
・
子
育
て
支
援
等
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
豊
か
な
暮
ら
し
に
大

き
く
役
立
て
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
県
内
で

の
宝
く
じ
購
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
発
売
期
間
＝
12
月

21
日
㈯
ま
で

問
県
総
務
管
理
部
財
政
課
総
務
班

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
０
３
５

善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
胎
内
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会

の
大
平
力
会
長
か
ら
交
通
安
全
対

策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
寄
付
金
、

５
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
東
北
電
力
㈱
新
発
田
電
力
セ
ン

タ
ー
様
か
ら
、
明
る
く
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
後
押
し
し
た
い
と
し
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
街
路
灯
20
灯
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▼
（
一
財
）
信
越
郵
便
局
長
協
会
様

か
ら
、
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ご
っ
ち
ゃ
で
使
用
す
る
長
机
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
ほ
ど
市

役
所
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ま
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
中
条
北

公
園
の
清
掃
・
除
草
作
業
等
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
園
の
美
化

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
（
一
社
）
日
本
塗
装
工
業
会
新
潟
支

部
㈲
み
う
ら
塗
装
工
業
様
に
「
11
月

16
日
（
い
い
い
ろ
塗
装
の
日
）」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
中
条
北
公
園
の
ト

イ
レ
を
き
れ
い
に
塗
装
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＜有料広告＞
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【モンキードッグ「サブちゃん」大活躍】
～猿による農作物被害の減少を実感～

サブちゃん
　野猿による農作物の被害は主に山間部で発生し、色々な
対策を行っています。その中でも坂井集落では、鳥獣被害
対策のため坂井鳥獣被害防止対策協議会を設立して、集落
全体で取り組んでいます。
　協議会ではこれまでの駆除に加え、今年度からモンキー
ドッグを導入して猿の追払いを始めました。その効果を確
かめるため集落の方にアンケート調査を行った結果、農作
物被害では7割以上の方が被害の減少を実感しています。
　被害の減少に伴い、猿の出没回数やその出方にも変化が
あり、出没回数も減少したといった回答結果となりました。

【住民からのコメント】【住民からのコメント】
▪ 稲の被害がほぼなかった。毎日の見回り、モンキードッ
グのおかげが大きかったと思われる。（70代男性）
▪ 鳥獣害対策は集落全体で取り組むべき。個体調査や
獣害に強い環境作り。（70代男性）

▪ 猿が出る回数が減っても 1回の出没（集団）で作物
が全滅する。（70代男性）
▪ 今年はサブちゃん（モンキードッグ）のおかげで被
害が少なく助かりました。（70代女性）

　モンキードッグの導入についてお考えの方は、お問い合わせください。

●問合せ 農林水産課農産振興係（内線1242）

全く被害が
なくなった（7％）

被害が大きく
減った（31％）

被害が少し
減った（38％）

去年と変わ
らない（24％）

2018年と比べて2019年の
農作物被害はどうでしたか？

去年と比べて猿の出方に
　　　　　変化はありましたか？（複数回答）

0

5

10

15

20

2

14

556

19

全
然
出
な
く

な
っ
た

以
前
と

変
わ
ら
な
い

は
ぐ
れ
猿
が

出
な
く
な
っ
た

集
団
で
出
な
く

な
っ
た

出
る
回
数
が

少
し
減
っ
た

出
る
回
数
が

大
幅
に
減
っ
た

人

時間 月 火 水 木 金

10:00～12:00 ＊ リーダー養成
講座 通いの場（体操） 脳活（脳トレ） ＊介護予防型

　ミニデイ
13:00～15:00 音楽と健康 ＊ 介護予防教室 カラオケ喫茶

10:00～12:00 ＊ リーダー養成
講座 通いの場（体操） ＊ 介護予防教室 脳活（習字） ＊介護予防型

　ミニデイ
13:00～15:00 音楽と健康 ＊ 介護予防教室 カラオケ喫茶

10:00～12:00 ＊ リーダー養成
講座 通いの場（体操） 脳活（料理） ＊介護予防型

　ミニデイ
13:00～15:00 音楽と健康 ＊ 介護予防教室 カラオケ喫茶

10:00～12:00 ＊ リーダー養成
講座 通いの場（体操） ＊ 介護予防教室

竹島塾
一年の感謝と労
をねぎらう会 ＊介護予防型

　ミニデイ
13:00～15:00 ＊ リーダー養成

講座 音楽と健康 カラオケ喫茶

○【月～金】午前10時～午後3時   『足湯とフットケア』
○【月～金】午後 『弁当配達ボランティア活動』拠点

申込・問合せ
●福祉介護課地域包括支援センター係 ☎４４・８６９１
●健伸館(旧竹島小学校裏 )　☎２８・７９８３
開館時間  午前 9時～午後4時／休館日  ㈯㈰㈷

健
けんこう

康が伸
の

びる 館
やかた

 【健
けんのびかん

伸館】12月の予定

   ＊　　　　は、事前申し込みが必要です。利用についてはお問い合せください。健伸館は、介護予防と生活支援活動の拠点です。
どなたでもお越しいただけます。

22
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2323

1616

33

1010

2424

1717

44

1111

2525
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2626
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2727

2020
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森づくり活動を行いました

10
月
26
日
、「
ミ
ラ
バ
ケ
ッ
ソ
の
森
づ
く
り
活
動
」

を
胎
内
平
で
実
施
し
ま
し
た
。
㈱
ク
ラ
レ
新
潟
事
業

所
の
従
業
員
と
そ
の
ご

家
族
合
わ
せ
て
約
40
人

で
、
平
成
22
年
に
植
樹

し
た
コ
ナ
ラ
の
枝
打
ち

と
下
草
刈
り
を
行
い
ま

し
た
。
毎
年
の
保
育
活

動
に
よ
り
、
大
き
い
も

の
は
４
、５
ｍ
の
大
き

さ
に
育
ち
、
一
段
と
森

ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。 第

13
回
「
ミ
ラ
バ
ケ
ッ
ソ
の

　

森
づ
く
り
活
動
」

10
月
19
日
、㈱
テ
レ
ビ
新
潟
放
送
網
が
行
う
「
グ
リ
ー

ン
サ
ー
ク
ル
に
い
が
た
の
森
づ
く
り
活
動
」
が
笹
口

浜
保
安
林
内
で
ス
タ
ー

ト
し
、
笹
口
浜
集
落
の

方
々
合
わ
せ
て
約
40
人

で
、
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木

５
０
０
本
ほ
ど
を
植
樹

し
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
今
後
笹
口
浜
集
落

を
中
心
に
、
数
年
間
に

わ
た
り
市
内
の
松
く
い

で
枯
死
し
た
箇
所
で
植

樹
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

「
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ク
ル
に
い
が
た
の

　

森
づ
く
り
活
動
」
始
動

11
月
2
日
、「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
植
樹
活
動
」
を

中
村
浜
地
内
の
保
安
林
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は

四
季
を
愛
す
る
会
が
中

心
と
な
り
、
中
条
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
・
住
み
よ
い

郷
土
づ
く
り
協
議
会
・
中

条
葉
タ
バ
コ
青
年
部
・
建

設
業
協
会
・
イ
バ
ラ
ト
ミ

ヨ
の
会
・
緑
の
少
年
団
・

笹
口
浜
お
よ
び
中
村
浜

集
落
の
皆
さ
ん
約
１
７
０

人
で
３
６
０
０
㎡
の
土
地

に
広
葉
樹
１
７
６
４
本
の

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

第
４
回
「
胎
内
」
災
害
に
強
い

　

森
づ
く
り
植
樹
活
動

10
月
20
日
、「
だ
い
し
ほ
く
え
つ
の
森
づ
く
り
活

動
」
を
荒
井
浜
森
林
公
園
内
で
実
施
し
ま
し
た
。
県

内
外
の
㈱
第
四
銀
行
と

㈱
北
越
銀
行
の
行
員
お

よ
び
そ
の
ご
家
族
合

わ
せ
て
４
０
７
人
で
、

５
０
０
０
㎡
の
土
地
に

５
０
０
本
の
広
葉
樹
の

植
樹
を
行
い
、
終
了
後

は
昨
年
植
樹
し
た
場
所

の
草
取
り
も
合
わ
せ
て

行
い
ま
し
た
。

第
３
回
「
だ
い
し
ほ
く
え
つ
の

　

森
づ
く
り
活
動
」

11
月
13
日
、「
新
潟
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
森
づ
く
り
活
動
」

を
乙
宝
寺
境
内
林
の
山
桜
の
植
栽
予
定
地
で
実
施
し
ま

し
た
。
新
潟
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
㈱
の
従
業
員
12
人
が

㈱
ア
ラ
イ
の
指
導
の
も

と
、
林
業
機
械
に
よ
る

笹
竹
の
粉
砕
作
業
や
重

機
の
操
作
体
験
、
階
段

の
設
置
作
業
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

「
新
潟
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
森
づ
く
り
活
動
」

10
月
26
日
、「
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
・
荒
井
浜
の
森

づ
く
り
活
動
」
を
荒
井
浜
森
林
公
園
内
で
実
施
し
ま

し
た
。
㈱
日
立
産
機
シ

ス
テ
ム
中
条
事
業
所
の

従
業
員
と
荒
井
浜
集
落

の
方
々
合
わ
せ
て
82
人

で
、
２
０
０
０
㎡
の
土

地
に
約
１
０
０
０
本
の

抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
の
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回
「
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
・

　

荒
井
浜
の
森
づ
く
り
活
動
」

●問合せ 農林水産課林業振興係（内線1241）



p.27　市報たいない 2019.12.1

《
胎
内
市
教
育
相
談
体
系
化
連
携
事
業
》

　

今
回
は
、
中
学
校
で
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る

た
め
の
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

❶
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け

止
め
る
」

　

学
校
生
活
に
う
ま
く
適
応
で
き

な
い
子
ど
も
の
多
く
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
他
者
と
の
比
較
場
面

を
通
じ
て
、
十
分
に
自
己
理
解
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、
悲
観
的

に
物
事
を
捉
え
た
り
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
思
う
よ

う
に
学
習
成
果
が
伸
び
な
く
て
も
、

自
分
の
思
い
が
相
手
に
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
く
て
も
、「
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
い
い
ん
だ
」
と
い
う
こ

と
を
自
身
で
受
け
止
め
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

は
、
子
ど
も
の
話
を
聞
き
、
寄
り

添
い
、
受
け
止
め
、
認
め
て
い
く

こ
と
で
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

少
し
ず
つ
子
ど
も
の
心
の
扉
を
開

い
て
い
き
ま
す
。

❷
「
情
緒
の
安
定
」

　

ど
の
子
ど
も
に
も
、
自
分
の
得

意
分
野
や
興
味
関
心
の
高
い
こ
と

な
ど
そ
の
子
の
強
み
が
必
ず
あ
り

ま
す
。
学
校
で
は
、
そ
の
強
み
を

活い

か
せ
る
内
容
を
考
え
、
活
動
を

組
み
立
て
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
、

授
業
中
、
興
味
関
心
の
あ
る
こ
と

に
は
前
向
き
に
取
り
組
み
ま
す
。

気
持
ち
を
学
習
に
向
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
学
習
に
対
す
る
態
度

や
理
解
度
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

❸
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
生
徒
」

　

こ
れ
は
、
進
学
や
就
労
、
自
立

に
向
け
て
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
努

力
し
て
も
で
き
な
い
こ
と
は
、
私

た
ち
大
人
に
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
時
に
「
助
け
て
く
だ
さ

い
」「
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が

今
後
の
生
き
る
力
に
つ
な
が
っ
て

き
ま
す
。
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ず
に
、
こ
の
ス
ト
レ
ス
を
自

分
の
中
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
と
、

自
身
を
攻
撃
し
て
し
ま
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
周
り

に
は
、
信
頼
の
で
き
る
大
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
必
要
な
場
面
で

Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
援
助
）
を
求
め
る
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。

❹
「
進
路
に
つ
い
て
」

　

中
学
生
に
向
け
て
の
学
校
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
進
路
に

関
し
て
悩
み
を
抱
え
て
い
る
生
徒

は
と
て
も
多
い
で
す
。
進
路
決
定

間
近
に
な
っ
て
か
ら
進
路
を
考
え

る
の
で
は
遅
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
学
校
で
は
、
1
年
時
か
ら
総
合

の
時
間
を
用
い
て
進
路
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
上
級

学
校
に
つ
い
て
調
べ
学
習
を
し
た

り
希
望
す
る
学
校
に
体
験
入
学
し

た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
じ
っ

く
り
と
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

高
校
入
学
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

将
来
を
見
据
え
て
の
進
路
選
択
が

で
き
る
よ
う
3
年
間
で
計
画
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

学
校
は
、
学
習
の
み
な
ら
ず
、

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
ス
キ
ル

を
学
ぶ
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
ど
の
子
ど
も
た
ち
に
も
学
ぶ

場
や
機
会
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
子
に
応
じ
た
学

び
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
も

し
も
、
ご
家
庭
で
悩
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
家

庭
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
に
な
る

こ
と
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
れ
ず
に
、

そ
の
思
い
を
打
ち
明
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

68 
中
学
校
で
の
サ
ポ
ー
ト

●
問
合
せ
・
相
談
な
ど
…

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

（
内
線
２
３
１
３
）

パスポートの申請はお早めに！
　年内にパスポートの受け取りを希望される方は、12月18日㈬までに申請をしてください。この日以降の申請
は、令和２年１月以降の受け取りとなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　なお、年内最終受け取り日は12月27日㈮です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受付場所・日時 必要書類 受け取り日

市民生活課市民係
（市役所１階）

市役所開庁日の
午前８時30分～午後５時
※水曜日の夜間窓口では
受け付けていません。

（１）一般旅券発給申請書
（２）戸籍謄本または抄本（発行から６か月以内のもの）
　　　※有効期間内の旅券を切り替える場合で氏名・本籍
　　　　（都道府県名）に変更のない方は省略できます。
（３）本人確認書類（公的機関発行の顔写真付きのもので
　　　あれば１点、それ以外は２点必要）
（４）写真（45㎜×35㎜）
（５）前回取得した旅券

申請日からおおよそ
10日後
※土、日、祝日およ
び年末年始（12月29
日から１月３日）を
除く

　申請窓口は住民登録のある市町村の旅券窓口です。パスポート全般についての照会は、新潟県パスポートセ
ンターへお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●問合せ　市民生活課市民係（内線1146）／新潟県パスポートセンター☎025・290・6670
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【
牟
礼
山
と
は
】

　

牟
礼
山
の
牟
礼
の
語
源
は
古
代

朝
鮮
語
で
山
や
丘
を
意
味
す
る
、

「
モ
ロ
」が
日
本
語
に
転
じ
て
「
む

れ
」
＝
牟
礼
と
な
っ
た
も
の
と
い

わ
れ
ま
す
。
全
国
各
地
に
牟
礼
の

名
が
つ
い
た
地
名
や
山
名
が
み
ら

れ
ま
す
が
、
こ
こ
胎
内
市
に
も
昔

か
ら
モ
レ
ま
た
は
モ
レ
山
と
呼
び

親
し
ま
れ
信
仰
さ
れ
た
泰た

い

澄ち
ょ
う

大だ
い

師し

開
山
と
さ
れ
る
牟
礼
山
が
持
倉
集

落
と
下
荒
沢
集
落
の
境
界
部
分
に

存
在
し
ま
す
。

【
泰
澄
大
師
に
よ
る
開
山
】

　

泰
澄
大
師
は
奈
良
時
代
の
修
験

者
で
、
天て

ん

武む

天
皇
十
一
年
（
六
八

二
年
）
に
越
前
国
麻あ

そ
う生

津づ

（
現
福

井
県
福
井
市
）
に
生
ま
れ
ま
す
。

富
士
山
、
立た

て

山や
ま

と
共
に
日
本
三
霊

山
に
数
え
ら
れ
る
霊
峰
白は

く

山さ
ん

を
開

山
し
、
今
日
の
「
白
山
信
仰
」
が

成
立
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま

し
た
。
天
平
九
年
（
七
三
七
年
）

に
は
全
国
で
流
行
し
た
疱ほ

う

瘡そ
う

を
祈

祷
に
よ
っ
て
終
息
さ
せ
「
泰
澄
」

の
尊
称
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

元げ
ん

明め
い

天
皇
和わ

銅ど
う

五
年
（
七
一
二

年
）
に
柏
崎
の
米
山
に
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

を
祀ま

つ

り
、
そ
の
後
出
羽
の
国
に
行

く
途
中
こ
こ
胎
内
市
を
訪
れ
、
牟

礼
山
を
登と

う

拝は
い

し
、
五
穀
豊
穣
を
願

い
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

と
薬
師
如
来
を
祀

っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
ま
た
日
の

神
、
雨
の
神
、
風
の
神
も
祀
り
、

祈
祷
に
よ
り
持
倉
川
の
上
流
に
池

を
現
し
、
参
道
各
所
に

を
つ
い

て
清
水
を
湧
水
さ
せ
、
金
の
鉱
脈

も
発
見
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

麓
に
は
牟
礼
山
守
護
の
た
め
牟

礼
山
持じ

倉そ
う

寺じ

を
建
立
し
、
や
が
て

参
拝
者
も
増
え
家
の
数
も
多
く
な

り
村
も
開
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
持
倉
寺
は
当
初
真
言
宗
の
寺

院
で
し
た
が
一
時
衰
退
し
、
貞
和

元
年
（
一
三
四
五
年
）
に
現
在
の

地
に
曹
洞
宗
正
続
寺
と
し
て
再
興

さ
れ
ま
す
。
現
在
も
正
続
寺
に
は

泰
澄
大
師
の
作
と
伝
わ
る
南
無む

十じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う

が
本
尊
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
雨
乞
い
登
山
】

　

日
照
り
が
続
き
、
田
畑
の
水
不

足
で
困
る
と
持
倉
の
男
衆
は
泊
ま

り
が
け
で
雨
乞
い
を
し
た
と
い
い

ま
す
。
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
頂
上

へ
登
り
泣
い
た
り
す
る
な
ど
し
て

雨
乞
い
を
す
る
と
、
二
夜
三
日
の

う
ち
に
は
必
ず
雨
が
降
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
倉
川
の
中
流
に
あ
る

泰
澄
大
師
が
不
動
明
王
を
祀
っ
た

不
動
滝
か
ら
流
れ
る
水
を
飲
む
持

倉
集
落
の
人
々
は
、
無
病
息
災
、

長
寿
で
他
の
村
の
人
々
が
羨
む
ほ

ど
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

【
牟
礼
山
遺
跡
】

　

牟
礼
山
中
腹
か
ら
縄
文
時
代
の

チ
ャ
ー
ト
製
の
石せ

き

鏃ぞ
く

と
、
剥は

く

片へ
ん

が

発
見
さ
れ
て
い
る
た
め
、
四
千
年

以
上
前
か
ら
人
々
が
牟
礼
山
で
生

活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
奈
良
時
代
に
な
る
と
泰
澄

大
師
が
開
山
し
そ
の
後
修
験
の
山

と
し
て
整
備
さ
れ
、
ま
た
持
倉
川

の
大
沢
や
ヨ
シ
ノ
沢
付
近
で
は
金

の
採
掘
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
昭
和
の
始
め
ま
で
持
倉
金

山
と
し
て
金
の
採
取
が
行
わ
れ
、

黒
川
小
学
校
児
童
が
遠
足
で
訪
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
時
の
金

掘
り
坑
跡
は
水
没
し
崩
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
現
在
も
数
カ
所
面

影
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
・
写
真　

胎
内
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

　

今
回
は
「
虫
」
と
い
っ
て
も
昆

虫
で
は
な
く
、
甲こ

う

殻か
く

類る
い

（
エ
ビ
や

カ
ニ
な
ど
の
仲
間
）
に
属
す
る
オ

カ
ダ
ン
ゴ
ム
シ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

体
長
は
10
〜
14
㎜
、
体
は
紫
が

か
っ
た
濃
い
灰
色
で
光
沢
が
あ
り

ま
す
。
脚あ

し

は
7
対つ

い

（
14
本
）
で
す
。

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
仲
間
の
特
徴
は
、

何
と
言
っ
て
も
「
丸
く
な
る
」
こ

と
。
よ
く
似
た
ワ
ラ
ジ
ム
シ
の
仲

間
は
丸
く
な
ら
な
い
の
で
区
別
は

簡
単
で
す
。

オカダンゴムシ

《163》
オカダンゴムシ
《ワラジムシ目
オカダンゴムシ科》

霊れ
い

峰ほ
う

牟む

礼れ

山さ
ん

《165》

　

私
た
ち
が
普
段
目
に
す
る
ダ
ン

ゴ
ム
シ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
オ
カ
ダ

ン
ゴ
ム
シ
で
す
。
日
本
に
は
ダ
ン

ゴ
ム
シ
の
仲
間
が
25
種
類
ほ
ど
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
深
い
森
や
砂

浜
な
ど
に
生
息
し
、
あ
ま
り
目
に

す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
カ

ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
、
明
治
時
代
に
外

国
か
ら
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
外
来
種
で
す

が
、
乾
燥
に
強
く
、
人
家
の
周
り

の
植
木
鉢
や
落
ち
葉
の
下
な
ど
、

今
で
は
身
近
な
場
所
で
見
ら
れ
る

生
き
物
の
代
表
格
で
す
。

　

春
か
ら
秋
ま
で
活
動
し
、
食
べ

物
は
昆
虫
の
死
骸
や
落
ち
葉
な
ど

で
す
。
メ
ス
は
春
に
産
卵
し
て
、

産
ん
だ
卵
を
お
な
か
の
袋
の
中
で

守
り
ま
す
。
出
て
き
た
幼
虫
は
脱

皮
を
繰
り
返
し
て
成
長
し
、
1
年

で
成
虫
に
な
り
ま
す
が
、
寿
命
は

3
〜
4
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
夜
行
性
で
、
昼

間
は
見
つ
け
に
く
い
の
で
す
が
、

日
本
在
来
の
ダ
ン
ゴ
ム
シ
を
探
し

て
み
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

林
の
落
ち
葉
の
下
に
は
コ
シ
ビ
ロ

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
仲
間
が
、
海
岸
の

砂
浜
に
は
砂
に
似
た
色
の
ハ
マ
ダ

ン
ゴ
ム
シ
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
人
は
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

文
・
写
真　

胎
内
昆
虫
の
家

　
　
　
　
　

☎
48
・
３
３
０
０

霊峰牟礼山　山頂　標高616.4m
奈良時代の修験者泰澄大師が開山し、雨乞いの山と
して崇拝されてきました。山頂からは飯豊連峰や荒
川、胎内川、加治川流域を望むことができます。
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★応　募…お1人につき1通とし、
市内在住の方に限らせていただき
ます。問題の正解者のうち、市政
や市報に対するご意見や今月号の
感想などをお書きいただいた方の
中から、抽選で図書カード500円
分を 8名様に差し上げます。

★締　切…12 月 13 日㈮
　　　≪当日消印有効≫

★応募方法…はがき

★問　題…3択問題です。
　農作物被害を与える猿を追い払
うために訓練された坂井集落のモ
ンキードッグの名前は何でしょう。

ア：サブロー
イ：カブ
ウ：サブ

★前月号の答え…
　ア：親子ふれあい広場

★前月号の応募者数と正解者数…
　応募者数：21 人
　正解者数：21 人

＊ 当選者の発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。

市政や市報に対する

ご意見やご提案

今月号の感想など

※応募を通じて取得した個人情報は、
賞品の発送とお書きいただいたご意
見や感想などの活用にのみ使用しま
す。ご意見や感想は、個人情報を除
き市報や市ホームページに掲載する
ことがあります。

市報アンケートおぼえがき　12月
１ ㈰
２ ㈪
３ ㈫ 議会（初日）・4か月児健診
４ ㈬ 胎内市米粉の日・【夜間窓口】
５ ㈭ 1歳 6か月児健診
６ ㈮
７ ㈯ としょかんクリスマス会
８ ㈰ くるっと胎内運行終了
９ ㈪
10 ㈫ 3歳児健診・胎内市あいさつの日
11 ㈬【夜間窓口】
12 ㈭ 育児教室・7か月児健診
13 ㈮
14 ㈯ 中央公民館まるごとクリスマス
15 ㈰ テディベアアート展（～22日）
16 ㈪
17 ㈫ 議会（一般質問）・ほっとHOT料理
18 ㈬ 議会（一般質問）・2歳児歯科健診・【夜間窓口】
19 ㈭
20 ㈮ 議会（最終日）
21 ㈯
22 ㈰
23 ㈪
24 ㈫ 胎内スキー場オープン（予定）
25 ㈬ パパママ学級（前期）・【夜間窓口】
26 ㈭ フラワーアレンジメント教室・にこ楽料理
27 ㈮ 市役所仕事納め
28 ㈯
29 ㈰
30 ㈪
31 ㈫ のれんす号運休（～1月3日）

 《
10
月
21
日
〜
11
月
20
日
》   

10
月

21
日
㈪
〜
24
日
㈭

　

 

新
発
田
広
域
観
光
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
（
台
湾
）

25
日
㈮

　

 

奥
胎
内
ダ
ム
・
胎
内
第
四
発
電

所
竣
工
式
典

26
日
㈯

　

 

県
立
坂
町
病
院
活
性
化
促
進
大
会

　

塩
津
収
穫
祭

27
日
㈰

　

く
ろ
か
わ
産
業
ま
つ
り

　

胎
内
い
い
も
ん
ま
つ
り

　

赤
川
収
納
祭

　

鷹
の
巣
収
穫
祭

28
日
㈪

　

胎
内
リ
ゾ
ー
ト
取
締
役
会

29
日
㈫

　

 

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求

め
る
全
国
大
会

30
日
㈬

　

補
正
予
算
査
定

11
月

2
日
㈯

　

 

緑
の
遺
産
「
胎
内
」
災
害
に
強

い
森
づ
く
り
植
樹
活
動

　

 

第
２
回
新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス

3
日
㈰
㈷

　
 

胎
内
市
表
彰
式

　

鴻
ノ
巣
収
穫
感
謝
祭

　

新
舘
収
穫
祭

5
日
㈫

　

 

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

　

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

　

 

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事

務
組
合
議
会

7
日
㈭
〜
8
日
㈮

　

 

全
国
都
市
問
題
会
議

10
日
㈰

　

 

城
の
山
古
墳
国
指
定
史
跡
記
念

講
演
会

　

 

つ
つ
じ
が
丘
公
会
堂
改
修
完
成

記
念
祝
賀
会

12
日
㈫

　

 

築
地
地
区
区
長
会
懇
談
会

14
日
㈭

　

 

羽
越
本
線
高
速
化
促
進
大
会
・
日

沿
道
沿
線
市
町
村
建
設
促
進
大
会

15
日
㈮

　

園
児
に
よ
る
火
災
予
防
運
動

　

中
村
浜
集
落
懇
談
会

16
日
㈯

　

広
島
平
和
記
念
式
典
体
験
発
表
会

17
日
㈰

　

叙
勲
受
章
祝
賀
会

18
日
㈪

　

 

市
長
村
長
の
災
害
対
応
力
強
化

の
た
め
の
研
修
会

19
日
㈫

　

 

県
立
坂
町
病
院
活
性
化
協
議
会

要
望
活
動

　

胎
内
市
産
業
振
興
交
流
会

《１１月１日号のアンケート紹介》
◆ 今月号は空き家について詳し
く載っていて、今まで疑問に
思っていた事もよく分かりこ
れからの事を考えるいい機会
を与えてもらいました。
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次
回
発
行
:令
和
元
年
1
2
月
1
3
日
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NO 353
BY IKE

それ行け !
天下太平くん

ささえる

磯
いそべ

部 絢
あや は

葉 ちゃん
（西本町）

ぼくの　わたしの
歯げんき

３歳児健診でムシ歯のなかった子を紹介します。

伊
いとう

藤 風
ふう か

花 ちゃん
（前山台）

藤
ふじわら

原 美
み か

椛 ちゃん
（倉敷町）

遠
えんどう

藤 雅
まさ と

士 ちゃん
（赤川）

及
おいかわ

川 航
わたる

 ちゃん
（西本町）

小
おぐま

熊 泰
たい し

史 ちゃん
（苔実）

加
かとう

藤 類
るい

 ちゃん
（大川町）

加
かとう

藤 嶺
れい

 ちゃん
（大川町）

加
か も

茂 澪
みお り

莉 ちゃん
（並槻）

木
きむら

村 瑠
る う

海 ちゃん
（本郷町）

齋
さいとう

藤 遥
はる や

也 ちゃん
（飯角）

坂
さかうえ

上 愛
あ さ

紗 ちゃん
（星の宮町）

髙
たかはし

橋 信
しん が

我 ちゃん
（住吉町）

中
なかがわ

川 雄
ゆう き

貴 ちゃん
（飯角）

平
ひらま

間 寛
かん た

大 ちゃん
（星の宮町）

星
ほしの

野 明
めい た

汰 ちゃん
（あかね町）

　　

今月の表紙今月の表紙
　江尻地内で防風対策ネットを地域
と行政が協働で設置しました。雪対
策における住民参画と協働の推進を
図り、冬期間も安心して暮らすこと
ができる環境づくりを進めました。


